
電気設備工事特記仕様書
1工事概要
1.1工事名 南桜井小学校校舎トイレ改修工事

1.2工事埸所 埼玉県春日部市下柳3
1.3工 期 契約工期

現埸施工期間 令和 年 月 日から令和 年 月 日まで

現埸施工期間は、施設管理者との調整により変更することがある。

1.4工事科目(〇印の付いたものを適用する)

〇電灯設備 ・テレビ共同受信設備

〇動力設備 •テレビ電波障害防除設備

•電熱設備 •監視カメラ設!！

•雷保穫設備 •駐車場管制設備

•受変•設備 •防犯、入退室管理設備

•電力貯蔵設備 @自動火災報知設備

•発電設備 •自動・鎖設備

•構内情報通信網設備 ・ガス漏れ火災警報設備

•構内交換設備 •電話配管設備

•情報表示設備 •中央監視制御設備

•映像、音答設備 •医療関係設備

•拡声設備(非常放送設備) ・昇降機設備

•誘導支援、呼出し設備

1.5指定部分 。無 •有( 工期:窗和 年 月 日)

1.6主任技術者又は監理技術者の専任期間(建設業法により必要になった埸合)

1専任期間の始期

請負契約締結の日から、(。現場施工に着手するまで(現埸事務所の設置・資機材の搬入

又は仮設工專等が開始されるまで)の期間•令和 年 月 日までの期間)については、

主任技術者又は監理技術者の専任を要しないものとする。

2専任期間の終期

工事完成後、検査が終了し(発注者の都合により検査が遅延した埸合は除く。)•事務手統き、 

後片付けのみが残っている場合は、主任技術者又は監理技術者の専任を要しないものとする。

3専任期間の中断

自然災害の発生又は埋蔵文化財謂査等によリ発注者からの通知にょリ、

工事を全面的に一時中止にしている埸合は•主任技術者又は監理技術者の専任を要しないものとする。

1.7建物概要

建築工事特!E仕様書による

1.8エ專概要

建築工專特記仕様・による

1.9同時期発注の関連工事 •建築工事 •機械設備工事

(1) この工事は特配仕様書、図面によるほか、春日部市宦気設備工事特別共通仕様書(以下「特別共通仕様書」 

という。)、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事標準仕様書(電気設備工事編)、公共建築改 

修工事標準仕様書(電気設備工事編)、公共建築設備工事標準図(電気設備工事編)(以下「標準仕様書等」 

という。)及び監督員の指示に従い施工する。

なお、市営住宅の埸合は、公共住宅建設工事共通仕様書、機材の品質・性能基準を最優先とする。

(2) 機械設備工專及び建築工專を本工事に含む場合は、それぞれの特別共通仕様・及び標準仕様・等を適用する。

(3) 法令・基準•仕様書等は、原則として施工時において最新のものを適用する。

2.2特JE仕様(特JE事項の選択項目は.〇印のついたものがなければ※印を適用し、.印のものは適用しない。 

0印と径)印の付いた場合は、共に適用する。)

項 目 特 配 事 項

®機材等
本工專に使用する機材等は、設計図・に規定するもの又はこれと同等のもの 

とする。なお、責材名、製造所名および発注先をSS戰した報告書を監督員に提 

出し承諾を受けるものとする。

使用機材等については、アスベスト含有の有無を確現し、アスベストを含む 

機材等は使用しないこと。

「国等による環境物品等の謂逢の推進等に関する法律」に基づく特定謂逢品 

目に該当する機材を使用する場合は、原則として、その判断の基準、配慮事項 

を満たすこと。

調達する工事材料は.埼玉県産とするよう努めるものとする。

@施工条件 施工時間

※行政機関の休日に関する法律(S63第91号)に定める行政機関の休日以芥。

•上JE以外の時間に施工する埸合は事前に監督貝と協議すること。

@工事用電力・水
本工專に必要な電力及び水などの費用は、受注者の負担とする。

@工事用仮設物 すペて受注者の負担とし、構内につくることができる。

(5)足場・さんばし類 ※別契約の関連工事の受注者が定着したものは無償で使用できる。

•本工事とする。

@監督員事務所 本工專で・設ける(規模 )※設けない

⑦保険
受注者は工專目的物及び工專材料についてエ專完成期日後14日まで、これを 

火災が保障対象になっている組立保険等にかけて、EE書の写しを監督貝に提出す 

る。

受注者は法定外の労災保険に付し、証書の写し等を監督員に提出する。

@再使用機材 取外し再使用機材は、清掃及び絶縁粧抗測定等を行い、機能が良好なことを 

確認した上で取付る。なお.その測定結果表を監督員に提出する。

I 9 i建設リサイクル 

一法の適用

建設工事に係る責材の再資源化等に関する法律の適用について 

楽適用する(契約金額による)•適用しない

0完成図書の納品 完成図の表紙及び背表紙には、エ專名、受•発注者名、完成年月を祀戦する 

こと。また、完成図の中に主要機器一覧表(名称、製造者名、形式、容量又は 

出力、数員等)をSS戰すること。

市営住宅の完成図の提出部数は、A3Zつ折り2部とする。

Q)薨生材処理 引渡を要するもの以外は構外に搬出し、適切に処理する。

(構外搬出処理費は•※本工事・別途)

(1) 引莪しを要するもの( )

(2) 買取処分をするもの(铜屑・鉄屑 )

(3) 再生資源化を図るもの(蛍光管 )

蛍光管等は再資源化施設等に搬入し、全てリサイクルするものとする。

(4) 特別管理産業廃棄物( )

※処理に先立ち計画•を提出し、処理後は謂・を提出すること。

〇金属電線管の 

」塗装

Q)地中電線路

Q)回路の種別

行先の表示

0電線の接続

〇)飲線管の接統

0接地工事

fg)建設発生土の

マ処理

奨 再生砂•再生砕石

再生アスコン使用

©耐震施工

(Qあと施工アンカー

祯はつり及びあと

-施工アンカー打設

0改修部分の足埸

(fs墜落制止用器具

(フルハーネス型)

露出配管は原則として塗装を行う。ただし、機械室、倉庫等の露出配管は塗 

装を行わない。

また、屋外で溶融亜鉛メッキ電線管を使用する場合は、塗装を行わない。

ただし、見えかかリ部の塗装については監督員の指示による。

盤等の鍵は、既存盤及び别途工專の鍵との整合を極力図るものとする。

(1)管路等の敷設に伴う敷き均し土は、樣準仕様・のほか下SS及び図面特SS
による。

敷き均し土 管 種 別

良質土

硬質ビニル飲線管(VE)
耐衝撃性塩化ビニル管(HIVE) 
波付硬質合或樹脂管(FEP) 
ポリエチレン被覆鋼管(PLP)

(2) 地中電線路には、ケーブル埋設樣及び標識シートを設ける。ただし、低 

圧・弱飲回路の標識シートは図面特配による。

(3) 地中電線路の敷設は管路式とし、埋設深さは地表面(舗装する部分では 

路盤材下面)から配管の上端まで原則、600111111とする。ただし、公道への 

引込み管路等の埋設深さについては、供給專業者と協議のうえ決定する。

ハンドホール、ブルボックス及び主要なアウトレットボックス内の電線・ケ 

ーブルには、回路の種別、行先の表示を行う。

視気の多い場所、水を使用する場所及び屋外は、圧着接続し自己融着テープ 

を巻き付けたうえて絶縁テープ巻きとする。

上記以外の場所においては、屋内配線用電線コネクタによる接続をしてもよ 

い。ただし、接続はボックス内とする。

屋外におけるケーブルの保護管に用いる厚鋼宦線管の接統は、防水処置を施 

したねじなし工法としてもよい。

漏電遮断機で保穫されている電路と保護されていない電路のDfl!接地極が共 

用していない場合の接地線は、混触防止のため、緑色、緑/黄又は緑/色帯で 

区別する。

埋戻し後の建設残土は、※監督員が指示する構内の場所に敷きならす。

•構外搬出適切処理する。

契約図審中の山砂の類、砂利、砕石及びアスコンに代替し、表層以外において 

監督貝の了解を得た上で、•使用できる。 ※使用できない。

再生砂使用に先立ち、1鷹入あたリ1検体の六価クロム溶出試験を行い土壌 

の汚染に係る環境基準に適合することを確現すること。

設備機器の固定は、「建築設備耐震設計•施工指針」(独立行政法人建築 

研究所監修)による。

なお、施工に際し、耐震強度计算書を監督員に提出し、承諾を受けるものと 

する。

(1)設計用水平地震カ

機器の重員［kgf:に、設計用水平農度を乗じたものとする。

なお、特配なき埸合、設計用水平震度は、次による。

【備 考】(ほ1):水槽類には、オイルタンク等を含む。

重要機器

•配電盤•発電装置(防災用)•直流電源装置・交流無停電電源装置

•交換機•火災報知器受信機•中央監視装置・太陽光発宦装置

上層階の定曩は次による。

2～6階建の埸合は最上階、7～9階建の埸合は上層2階、10-12階建の埸合 

は上層3階、13階建以上の場合は上層4階とする。

(2)設計用鉛直地震カ

設计用水平地震力の1/2とし、水平地震カと同時に働くものとする。

•設叶用標準水平震度

設價埸所 機器種別
特定の施設 一般の施設

重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

上”

屋上及び塔屋

機 器 2.0 1.5 1.5 1.0
防振支持の機器 2.0 2.0 2.0 1.5
水槽類(幻) 2.0 1.5 1.5 1.0

中閭階

機 器 1.5 1.0 1.0 0.6
昉振支持の機器 1.5 1.5 1.5 1.0
水fll類(※・〇 1.5 1.0 1.0 0.6

地下•1階
機 器 1.0 0.6 0.6 0.4
防振支持の機器 1.0 1.0 1.0 0.6
水槽類(幻) 1.5 1.0 1.0 0.6

機器・配管等の据付けにおけるあと施工アンカーの使用については、監督員 

の承諾を受けるものとする。

重賞1ookgを超える機器の耐農支持については、耐震計算・を添付し、 

アンカーボルトを選定すること。

施工は、(一社)日本建築あと施工アンカー協会の責格を有するもの、又は 

+分な技能及び経験を有した者が行うこと。

金属拡張系アンカーの場合は、所定の穿孔深さ、拡張の完了がわかる祀職を 

话付すること。

接着系アンカーの場合は、所定の穿孔深さ、清掃状況、マーキング、カプセ 

ル挿入、埋込みの完了が分かる肥録を添付すること。

(原則として、接着系アンカーは吊り支持に使用しないものとする。)

あと施工アンカーの試験は、アンカーの種類毎に1か所引張試験を実施する 

こと。

既存コンクリート床、壁等の配管貫通部の穴開け及びあと施工アンカー打設 

前に、図面に明示する箇所についてX線撮影朋査を実施すること。

宦動ドリル等の刃が鉄筋、金届配管等に接触した埸合に、自動で飲動工具の 

宦源を遮断する装置を使用する。

本工事で単独に必要となる足埸は.下肥により設ける。

(1) 内部足場 楽脚立足場
(2) 外部足埸 楽A種(枠組足場)• B種• C種• D種• E種• F種 

※足場を設ける場合は、「「手すり先行工法等に関するガイドライン」につい

て」(厚生労働省令)の「手すり先行工法等に関するガイドライン」により、 

「働きやすい安心感のある足場に関する基準」に適合する手すリ、 中さん及

び幅木の機能を有する足場とし、足場の組立て、解体又は変更の作業は、「手 

すり先行工法による足場の組立て等の作業に関する基準」の2の(1)手すり 

据置方式又は(2)手すり先行専用足場方式により行うものとする。

※使用を要する 墜落制止用器具の安全な使用に関するガイドラインによる

•使用を要しない

Q!施工計画書

2?アスベスト事前 

調査結果の報吿

约その他

※施工に先立ち.次の施工計画書を提出し監督貝の承堀を受ける

※総合施工計画書(工程・品質・安全•環境配慮•仮設計画等を含む)

※工種別施工计画書

。電力股備工事〇受変電設備工事・電力貯蔵設備工事

•発電設備工事・通信、情報設備エ專•中央監視制御設備エ專 

•医療関係設備工事・昇降機設備エ專

※その他監督員が必要と認めるもの

全ての建築物、工作物において大気汚染防止法及び石綿障害予防規則の事前 

調査を建築物石綿含有建材調査者により実施し、アスペスト使用有無に関わら 

ず、箱果を知事又は市長あてに報告する。

(1) 施工に先立って建築及び関連設備の業者と打合せのうえで施工図を作成 

し、監督員の承諾を受ける。

(2) 本工事に使用する製作品は、事前に製作図を監督員に提出し、承諾後製 

作する。

(3) 本工事に使用する機器は、事前に性能等を肥した機器仕様書を監督員に 

提出し、承諾後施工する。

(4) 本工事にかかる官公庁への諸手統はすべて受注者が代行し、その費用は 

受注者の負担とする。

(5) 特JEなき飲線・ケーブルは、原則としてエコマテリアル飲線•ケーブル 

とし、露出部分に使用する場合は耐紫外線性能を有するものとする。

(6) 改修工事等を施工する場合、施工する前後に工事対象箇所の写真撮影を 

行う。また、既設ケーブル等は施工前後に絶縁抵抗、伝送品質等の測定 

を行い、試験配録を提出する。

(7) 受注者は、施工にあたって施設運営に支障の無いように綿密に打合せを 

行うこと。

(8) 本工事における停宦措置が必要な埸合、事前に计画書を飲気主任技術者 

に提出する。また、停宦操作・安全処置は受注者が行い、その費用は受注 

者の負担とする。

(9) 特に騒音振動など周辺に甚大な彩響のある工事については.原則として 

学校では学校運営に支障を与えない期間、その他の施設では施設管理者と 

打合せして設定すること。

(10) 工事に先立ち、監督員と打合せの上、住民及び関係自治会等に対してエ 

事説明を実施すること又、工事に先立ち、「工事のお知らせ」等を配布し、 

周知する。

以上のことを留意し、工程管理、安全管理に万全を期すること。

2. 3工事別一般事項(特JE事項選択項目は、〇印のついたものを適用する)

項 目 特 SS 事 項

①電虹設備

公動力設備

3雷保護設備

4受変電設備

5構内情報通信 

網設備

6電力貯蔵設備

7発飲設備

(1) 配線器具
スイッチ・壁付コンセント(2P15A)は連用形とする。なお、2 ロコンセン 

卜は複式を使用してもよい。

フラッシュプレートは原則としてステンレス又は新金属を使用する。

ただし、市営住宅における住戸内のフラッシュプレートついては、樹脂 

プレートを使用することができる。

コンセント器具に具備されている送り配線端子は使用してはならない。

(2) 照明器具
防災用照明器具は.建築基準法による非常用照明器具及び消防法による誘 

導灯とし、関係法帘に適合したものとする。

(3) 照度測定
•灯設備工事に際し、新営工事の埸合は新設後の、改修工事の埸合は改修 

前と改修後の照度測定をJIS C 7612 1•源度測定方法」により、学校において 

は学校環境衛生基準により実施すること。

(4) 分電盤
分電盤の塗装色は、監督員の指定した色とする。

(5) 継枠
天井又は壁埋込みの場合のボックスは、塗リしろカバーと仕上V面とが

1Omm程度以上離れる埸合は継枠を使用する。ただし、ボード張りで、ボ 

ード裏面と塗リしろカバーの間が離れないように施工した場合は、継枠を必 

要としない。

(6) 位置ボックスの省格

ケーブルころがし配線で、位置ボックスの図面特配がなく、かつ、照明器 

具に送り配線端子が具備されている場合は、位置ボックスを省略しても良い。

(1) 動力制御盤及び開・器箱の塗装色は、監督員の指定した色とする。負荷 

用送り端子台は1負荷につきU ■V ■W- Eの4Pを原則とする。

(2) 電動機等各負荷までの接続は、本工事とする。ただし、制御盤以降が別 

途工事の埸合は、当該制御盤の宦源側接統までとする。

受雷部突針はLR1とする。

高圧引込 引込み口は、設計図に示された位置を電力会社に

再確現する。また、ケーブル等の埋設及び・その 

端末処理は監督員の立会いのうえで施工する。 

高圧ケーブル端末部はシースずれ防止対策を施す。

(端末処理 ・耐塩用 •一般用 )

受宦飲圧 交流3相3線式6.6kV 5OHZ
柱上用高圧気中 定格電圧7. 2kV 定格電流 A
負荷開閉器(PAS)
主遮断装置 定格電圧 kV 定格證断電流 kA
変圧器設備容量 動力用 kVAx 台

・灯用 kVAx 台

高圧進相コンデンサ kVarx 台

直列リアクトル •6% -13%
kVarx 台

ネットワーク機器を盤内等に収袖する場合は、放熱、耐厘等を考慮する。

•直流電源装置 ・交流無停電電源装置

-(S要)

•ディーゼル発宦装置 ・ガスエンジン発宦装置

•ガスタービン発電装置•マイクロガスタービン発電装置

・燃料飲池発宦装置 ・熱併給(コーシ、ネしーション)舞飲装置

•太陽光発電装置 ・風力発電装置

•(概要)

8構内交換設備 局線電話の引込位置は、第一種電気通信事業者と打合せのうえで施工する。

(9)自動火災報知設備、 

ガス漏れ火災警報 

設備•拡声設備

(非常故送設備)

(1) 所轄する消防署と打合せのうえ、各関係条例等に従い施工する。

(2) 総合盤内の接続は端子を使用し、回路名を祀入しておくものとする。

(3) ガス漏れ警報設備の動作試験は、原則としてガス納入業者立会いのうえ 

で行うものとする。

10昇降機設備 特祀なき場合の施工は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築工專樣 

準仕様書(機械設備工事編)による。

なお、市営住宅の場合は、公共住宅建設工事共通仕様•による。

2.4取付高さ

壁付、壁掛型の機器等の取付高さは、図面に記戰のない場合は原則として次のとおりとする。

名 称 渊 点 取付高さ(mm)
- 般 市営住宅

スイッチ(一般) 床上～中心 1,300 1,200
" (身体障害者用) n 1,10 0 1,000
" (人感センサー切換用) U 2,000 2,000

［元升・置話用?)卜の卜、直列:!ニット(一般) U 3 0 0 4 0 0
« (和室) ti 1 5 〇 2 0 0
» (台上) 台上～中心 1 5 〇 5 0 0

防水型コンセント 床上～中心 5 0 0 5 0 0
分・盤、制御盤•開閉器箱 U (上端!.900以下)1,500 (上端1.900以下)1,500
呼出ボタン(身体障害者用) ti 9 0 0 9 0 0
復帰ボタン(" ) U 1.800 1.800
廊下表示灯(" ) II 2,000 2,000
端子盤 II (上端1.900以下)1,500 2,000

3 その他
3.1 他工事との取合区分

発注図又は工事区分表による。

3. 2図面上の縮尺

図面上の縮尺は、JIS A1版とした縮尺とする。

3. 3疑義

本特祀仕様者、特別共通仕様・及び標準仕様・等において疑曩が生じた場合は、 

監督員と協議するものとする。

3. 4工事用図面

工事用着手時原設計図縮小製図(A3版A3以上の設计図はA3に縮小)

※要(部)•不要

舗装版切断時に発生する濁水の処理に係る特SS仕様・

第1条 この特祀仕様・は、春日部市電気設備工事特別共通仕様・に定めるもののほか、アスファル 

卜舗装版切断時に発生する濁水(以下「濁水」という。)の処理に関し必要な事項を定めるも 

のである。

第2条受注者は、回収した濁水を次のとおり処理するものとする。

•種類及び処理員 汚泥(油分を含む汚泥) • m3
•中間処理施設 市 地内.(株)

•処理方法 •中間処理後、聂終処分場に搬入(処理に焼却又は港融含まず)

•中間処理後、最終処分埸又は再資源化(処理に焼却又は溶融を含む)

2受注者は、別の中間処理施設を選定する場合には、事前に監督員と協議するものとする。

第3条 受注者は、舗装版切断作業を行いながら濁水を可能な限リ回収し、作業後速やかに回収した 

濁水を産業廃棄物の汚泥(油分を含む汚泥)として中間処理施設に運搬及び処理するものとす 

る。

2受注者は、汚泥の中間処理業の許可を受けている業者と産業廃棄物処分委託契約を締価しな 

けれぱならないものとする。

3受注者は、自ら運搬を行う場合を除き、汚泥の収集運搬業の許可を受けている業者と産業廃 

棄物収集運搬委託契約を締結しなければならないものとする。

4受注者は、濁水の処理に関する履行について、廃棄物の処理及び清掃に関する法律において 

定める産業廃棄物管理票(以下「マニフェスト」という。)により管理するものとする。

第4条受注者は、施工計画・において、濁水の回収、運搬及び処理に関する方法を定めなければな 

らないものとする。また、中間処理業者及び収集運搬業者と第3条第3項及び第4項に基づき締結 

した委託契約・の写し及び許可証の写しを添付すること 。

2受注者は、工事検査時にマニフェスト原本を提示する。

第5条 濁水処理宣については、舗装版の切断延長や切断厚が変わった場合を除き、原則として設計変 

更の対象としないものとする。

2受注者は、舗装版切断時に濁水を生じない工法を使用する場合においては、事前に監督員と協 

議するものとする。

3この特記仕様専に疑套等が生じた場合については、別途監督員と協議するものとする。

昇降機の適切な維持管理に係る特祀仕様・

第1条 この特配仕様書は、昇降機設備工事(新設、増設又は更新)において、昇降機を常時適法な状態 

に維持できるよう必要な專項を定める。なお、この特記仕様・に祀戰されていない專項は、「昇降 

機の適切な維持管理に関する指針」による。

第2条この特祀仕様・における用語の定義は、次の各号による。

2昇降機とは、本工事で施工した昇降機設備をいう。

3発注者とは、本工事の発注者をいう。

4受注者とは、本工事の受注者をいう。

5製造者とは、昇降機の製造者をいう。

6管理者とは、昇降機の引渡しを受け、施設管理を行う者をいう。

7保守点検受注者とは、管理者からの委託により、保守・点検業務を受注した者をいう。

第3条製造者または受注者は、次の各号に掲げる責任を果たすよう努めなければならない。

2製造者は、製造した昇降機の部品等を、昇降機の引渡しから起算して耐用年数を勘案して適切な 
期間供給すること。

3製造者は、適切な維持管理を行うことができるよう、管理者に対して維持管理に必要な情報又は 

機材を提供又は公開するとともに、問い合わせ等に対応する体制を整備すること。

4製造者は保守点検受注者からの依頼に対し協力すること。

5受注者は、製造者に対し、前各号の規定を费守するよう要請すること。

第4条この特SB仕様・に定めのない專項については、必要に応じて発注者と受注者が協議して定める。

官公庁等打ち合わせ相手

建築:

昇降機:

施設管理者:

重力会社:

電話会社:

ケーブルテレビ会社:

精防本部:

春 ..

学校教育

日部

教育施設

2024. 7.1

縮尺 A1:_—
A3 : 一

ェ・,标南桜井小学校校舎トイレ改修工事 

丽^電気設備工事特記仕様書

図面No.

E —0 1



日付

縮尺 A1:1/100
A3 :1/200

南桜井小学校校舎トイレ改修工事

図面名称管理晋通教室棟

1階電気設備図(改佐後)

図面No.

E —0 2

記号 機審名称 仕様 趋用

二" 竜灯分竜盤 獸般流用

二 Z 動力制御盤 It設麻用
モーター 設・工事

NL-N 電灯分電盤 鋼製屋内鑿掛型 新設

©LF4P 液面電極 LF4P 新般

©LfSP 液面鷺極 LF5P 新設

s 点检□ 450角 新設(建篆工事)

Z r 点検口 600角 獸設流用

(配管・配線)

図22W ブルポックス 200x200x100 (SUS)WP 新設

— 配管配線 天井裏(8ペい配線 新設

— 配管記糠 專出記糠 新設

— 配管記糠 It設麻用

市
部
課 

S
W
K
 

教
施 

日
校
育 

春
学
教



日付 圖面No.

E —0 3
縮尺 A1:1/100

A3 :1/200

ェ・・标南桜井小学校校舎トイレ改修工事

圖面名称管理晋通教室棟
2階畫気設備図(改修後)

晉通教宣棣

昭和60年蛟エ

----------------

管理普通教室棣 

昭和54年蛟エ

-----------------
[2階平面圖(改修後) S=1/1〇〇] 凡例 FV":トイレ改修工事都分を表す。

電灯分電盤(L-N)
内暨掛型)

市

部

課
 

部

育

設
 

教

施
 

日

校

育
 

春

学

教



日付

縮尺 A1:1/100

A3 :1/200

南桜井小学校校舎トイレ改修工事

図面名称管理晋通教室棟

3階電気設備図(改佐後)

図面No.

E —0 4

東側トイレ
EE設電好盤の主幹の2次側へ電源損統

BAffi火栓

,(便AMEth備図・黑)

木ール

EN-CESnnZ-SC. E5. 5ni2U$H-AC型)
(便所驚気股備図・照)

(小人MS) (4年2組) (4年1岫

E3—

1¢ 3W 200/100V
凡例

:トイレ改修工事部分を表す。

ELCB2P1E20A ELCB2P1E20A

匚エ

3階平面図(改修後)

50AF 
40AT

EN-EEF2.0nm-3Gx3

EM-EEF2. 0iM-3Cjt3

(ハn—ルーム)

普通傲宣棵 管理普通教室棣

昭和60年蟻エ 昭和54年蛾エ

--------------------------------------

客暈 

(VA)
1B圧 

(V)
負荷名称

600 100 東個女子トイレコンセント

1.200 100 西個女子トイレコンセント

1,200 100 西個男子トイレコンセント

3,000 會計

負荷名称
1B圧 

(V)
専量 

CVA)

東個男子トイレコンセント 100 1.200

東個女子トイレコンセント 100 1.200

西個女子トイレコンセント 100 600

會計 3.000
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教



日付 圖面No.

E —0 5
縮尺 A1:1/100

A3 :1/200

ェ・・标南桜井小学校校舎トイレ改修工事

圖面名称管理晋通教室棟
R.PHR階置费設備図(改惨後)

市
部
課 

部
育
設 

教
施 

日
校
育 

春
学
教



改修前 改修後

©

© ©

1階平面ff«B (改修後)5=1/50

屋内洛火栓

L改修項目及び特紀事項|

1.传紀な善配糠配管は下記による。(折設配管配糠)

—--—EN-EEF1.6m~2C

—* — EN-EEF1.6m-3C

—S— EN-EEF1.6m-3C(1C=Earth)

—V— EM-EEF2.0m-3C{1C=Earth)

但し、畳内立下げ部分&び貫通部分は電線管<PF管)にて保Atとする。

2.設備機審凡佩(新設)

紀号 機審名称 仕様 趋用

V 人感センサー №41 AC100V 8A広範囲検知型 新設

人够センサー子機 DC12V 新設

刷 人感センサー子機 AC100V1A換気|R連動嶋子付 新設

•2SL 人够センサー操作用スイッチ 2回路用金属ブレート 新設

塩込スイッチ 1P15AX1 金属プレート 新設

埋込コンセント 2P15AX1金J!ブレート 新設

©EET 埋込コンセント 換地極付2P15Ax1,tt地端子付金属ブレート 新設

竿 壁付型換気H 般備工事

(配管・配線)

天井点検口 □450 别童工事

□ アウトレットボックス 新設

アウトレットポックス KE設

— 配管配線 天井裏ケーブルこるがし 新設

—0— 獸設RC壁貫逋補修 ¢75以下 新設

— 配管配線 KE設

3•特記事項

(1)特紀な善15明審具及びスイッチ、コンセント氮はすべて新設とする。

¢2)贖明及び換気!Rは人感センサーにて点減制御を行う.

〇)各生僮用便所は、!s房便座用コンセントを新設とする。

¢4)人感センサー鶴作用スイッチの取付高さは、見童が触れることがない高さCFL+1,800)に取付とする.

(5)各階便所の人感センサーは、廊下個へは干渉しないよう检知範园を!!整とする.

¢6)
⑦

[1階平面ff«B (改修前)5=1/50 |

[改修項目及び特記事項丨

1.WKな言配線配管は下紀による。(撤去配管配線)

----------------- IV1.6mix2(C19)

#>繆 !V1.6mx5 (025)

但し、コンクリート内配管は!B設維持とする.

2.設册8器凡佩(撤去)

記号 機器名称 仕様 電用

i=O=i 贖明器具 FL20WX1逆富士型 撤去

I C 1 照明器具 FHF32WX1姓富士型 撤去

• :・込スイッチ 1P15Ax1金屬プレート 撤去

1 堰込スイッチ 1P15Ax2+PLx1金厦ブレート 撤去

堰込コンセント 2P15AX1金厦ブレート 撤去

,您 壁付型 設備工事

(配管・配糠)

— 配管配糠 専ペい配管 撤去

— 配管配線 獸設琏用

3 •传紀事項

¢1)照明器具及びスイッチ、コンセント頻はすべt撤去とする。

¢2)コンクリート埋込配管はIとする.

¢3)特記無言コンセント用回路の配管配線は獸般維持とする.

(4)撤蠢にあたっては改»Bt +分寺!Bのうえ撤去を行うこと。

日付 図面No.

E —0 6縮尺 A1:1/50

A3 :1/100
図面名称管理晋通教室棟 東側トイレ

1階トイレ置気設備図(改修前"改修後)

ェ・,标南桜井小学校校舎トイレ改修工事

[IBWS具妻図(新設)]

<A402> LEDベースライト(FLR40WX2型相当)温白色 <B162> LEDベースライト(FHF16*x2高出力型相当)温白色

(公共施設型番) LSS9-4-37 <公共施設型番) LSS9-2-30

<A322> LEDベースライト(FHF32HX2定格出力型相当)濫白色

(公共施般型番) LSS9-4-48

<C32> LEDダウンライト(FHT3211I型相当)温白色

(公共施設型番) LRS1-1 3

匚1階平面ff«B (改修後)S=1/50 I

'
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改修前 改修後

|2, S階平面ffiBE (改修後)S=1/50|

©

⑦

丨2、S階平面ffiBE (改修MT) S=1/50|

［改修項目及び特記事項丨

1.WKな言配線配管は下紀による。(撤去配管配線)

----------------- IV1.6mix2(C19)

#>繆 !V1.6mx5 (025)

但し、コンクリート内配管は!BSM!持とする。

2.設册8器凡佩(撤去)

記号 機器名称 仕様 電用

1=0=1 贖明器具 FL20WX1逆富士型 撤去

1 C 1 照明器具 FHF32WX1姓富士型 撤去

• :・込スイッチ 1P15Ax1金屬プレート 撤去

1 堰込スイッチ 1P15Ax2+PLx1金厦ブレート 撤去

堰込コンセント 2P15AX1金厦ブレート 撤去

,您 壁付型 設備工事

(配管・配糠)

— 配管配糠 専ペい配管 撤去

— 配管配線 獸設琏用

3 •传紀事項

¢1)照明器具及びスイッチ、コンセント頻はすべt撤去とする。

¢2)コンクリート埋込配管はIとする。

¢3)特記無言コンセント用回路の配管配線は獸般維持とする.

(4)撤蠢にあたっては改»iat+分寺!sのうえ撤去を行うこと。

L改修項目及び特紀事項|

1.传紀な善配糠配管は下記による。(折設配管配糠)

—--—EN-EEF1.6m~2C

—* — EN-EEF1.6m-3C

—S— EN-EEF1.6m-3C(1C=Earth)

—V— EM-EEF2.0m-3C{1C=Earth)

但し、畳内立下げ部分&び貫通部分は電線管<PF管)にて保Atとする。

2.設備機審凡佩(新設)

紀号 機審名称 仕様 趋用

V 人感センサー №41 AC100V 8A広範囲検知型 新設

人够センサー子機 DC12V 新設

刷 人感センサー子機 AC100V1A換気|R連動嶋子付 新設

•2SL 人够センサー操作用スイッチ 2回路用金属ブレート 新設

塩込スイッチ 1P15AX1 金属プレート 新設

埋込コンセント 2P15AX1金J!ブレート 新設

©EET 埋込コンセント 換地極付2P15Ax1,tt地端子付金属ブレート 新設

竿 壁付型換気H 般備工事

(配管・配線)

天井点検口 □450 别童工事

□ アウトレットボックス 新設

アウトレットポックス KE設
■ Bi____ 配管配線 立下げ部分のみメタルモールABB管 新設

— 配管配線 囂出 新設

— 配管配線 天井套ケーブルころがし 新設

—0 — 獸設RC壁貫逋補修 ¢75以下 新設

— 配管配線 KE設

3•特記事項

(1)特紀な善15明審具及びスイッチ、コンセント氮はすべて新設とする。

¢2)贖明及び換気!Rは人感センサーにて点減制御を行う。

〇)各生僮用便所は、!s房便座用コンセントを新設とする。

¢4)人感センサー鶴作用スイッチの取付高さは、見童が触れることがない高さCFL+1,800)に取付とする。

(5)各階便所の人感センサーは、廊下個へは干渉しないよう检知範园を!!整とする 。

¢6)

工事名称

南桜井小学校校舎トイレ改修工事

A1:1/50 
A3 :1/100

図面名称管理晋通教室棟 東側トイレ

3階トイレ置気設備図(改修前•改修後)

図面No.

E —0 7

［laws具妻図(新設)］

<A402> LEDベースライト(FLR40WX2型相当)温白色 <B162> LEDベースライト(FHF16*x2高出力型相当)温白色

(公共施設型番) LSS9-4-37 <公共施設型番) LSS9-2-30

<A322> LEDベースライト(FHF32HX2定格出力型相当)濫白色

(公共施般型番) LSS9-4-48

<C32> LEDダウンライト(FHT3211I型相当)温白色

(公共施設型番) LRS1-1 3

一
⑨

市
部
課 

S
W
K
 

教
施 

日
校
育 

春
学
教



改修前 改修後

三1階金体配線図參照

④ 

丨1階平面鮮細図(改修後)S=1/50 I

L改修項目及び特紀事項|

1.传記な巻配線配管は下紀による。(折設配管配糠)

-----------------EM-EEF1.6m-2C

—必ーEH-EEF1. 6ni-3C

—S— EM-EEF1.6m-3C(1C=Earth)

—VターEM-EEF2.0ni-3C(1C=Earth)

但し、鑿内立下げ部分及び貫通部分は!B糠管(PF管)にて保Atとする。

2.設編機器凡例(新設)

記号 機器名称 仕様 電用

(電虹コンセント設備)

W 人感センサー親機 AC100V 8A広範扇检知型 新設

% 人感センサー £« AC100V換気|R握れOFF機能付 新設

% 人感センサー子機 DC12V 新設

Wf 人感センサー子機 AC100V1A換気•連動お子付 新設

•2SL 人感センサー操作用スイッチ 2回路用金!Kブレート 新設

•SL 人感センサー操作用スイッチ 1回路用金厦ブレート 新設

塩込コンセント 2P15Ax1金屬プレート 新設

©EET 埋込コンセント 接地極付2P15AX1,接地端子付金属ブレート 新設

够 壁付型換気員 設備工事

国 天井堰込型摸氛易 設備工事

(自動火災報知設編)

D スポット型感知器 差!！］式2種胃出 再取付

(配管・ £«)

天井点検口 □ 450 别途工事

□ アウトレットボックス 新設

アウトレットボックス 獸設

_«*3____ 配管配糠 立下げ部分のみメタルモールA配管 新設

— 配管配線 胃出 新設

— 天井裏ケーブルこるがし 新設

—S — It設RC畳貫通補修 ¢75以下 新設

— 配管配線 獸設

3•特紀事項

¢1)特!Sな言照明器具及びスイッチ、コンセント!Sはすべて新般とする。

¢2)黑明及び換気易は人够センサーにて点就制御を行う。

¢3)各生徒用便所は、暖房便座用コンセントを新般とする。

(4)人感センサー操作用スイッチの取付高さは、児童が触れることがない高さ<FL+1,800)に取付とする。

¢5)各階便所の人感センサーは、BTfilへは干涉しないよう検知とする.

¢6)

［黑明審具妻図(新設)］

<A402> LEDベースライト(FLR40WX2型相当)温白色 <B162> LEDベースライト(FMF1«Wx2高出力型相当)温白色

(公共施設型番) LSS9-4-3 7 (公共施設型番) LSS9-2-30

<A322> LEDペースライト(FHF32WX2定格出力型相当)濫白色

(公共施設型番) LSS9-4-48

<C32> LEDダウンライト(FHT32W型相当)温白色

(公共施設型番) L RS1-1 3

<C24> LEDダウンライト(FHT2林型相当)温白色

(公共施設型番) L RS1-0 8

日付

縮尺 A1:1/30
A3 :1/60

ェ・,标南桜井小学校校舎トイレ改修工事

図面名称管理晋通教室棟 西側トイレ

1階電気設備図(改佐前•改佐後)

図面No.

E —0 8

［改修項目及び特紀事項丨

1•特紀なき配線配管は下記による。(撒去配管配線)

-----------------IV1.6mx2(C19)

IV1.6nix5 (C25)

但し、コンクリート内配管は1t設維持とする。

2.設備横署凡佩(撤去)

記号 機審名称 仕様

(竜虹コンセントKW)

I C 1 ■MM FHF32WX1逆富士型 撒去

\ 塩込スイッチ 1Pl5Ax2^PLx1金属プレート 撒去

@ 埋込コンセント 2P15AX1 金!Kブレート 撒去

畳付型換気扇 設編工事

(自動火災報知設備)

D スポット型感知器 SKA 2種 取外し

(配管・配糠)

— 配管記糠 osペい記管 撒去

— 配管配糠 KE設寵用

3•特記事項

¢1)贖明署具及びスイッチ、コンセント類はすべて撒去とする.

(2)コンクリート堰込配管は残Hとする。

¢3)特紀無きコンセント用回路の配管配線は蔵設縫持とする。

(4)撤去にあたっては改修図を十分參照のうえ撤蠢を行うこと。

|1階平面鮮細図(改修前)8=1/50
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改修前 改修後

|2, 3階平面詳細!9 (改修後)S=1Z50|

L改修項目及び特紀事項|

1.传記な巻配線配管は下紀による。(折設配管配糠)

-----------------EM-EEF1.6m-2C

—必ーEH-EEF1. 6ni-3C

—S— EM-EEF1.6m-3C(1C=Earth)

—VターEM-EEF2.0ni-3C(1C=Earth)

但し、鑿内立下げ部分及び貫通部分は!B糠管(PF管)にて保Atとする。

2.設編機器凡例(新設)

記号 機器名称 仕様 電用

W 人感センサー £« AC100V 8A広範囲検知型 新設

% 人!8センサー子機 DC12V 新設

Vf 人感センサー子機 AC100V1A換気•連動お子付 新設

•2SL 人!8センサー操作用スイッチ 2回路用金!Kブレート 新設

塩込コンセント 2P15Ax1金屬プレート 新設

©EET 埋込コンセント 接地極付2P15AX1,接地端子付金属ブレート 新設

畳付型換気扇 設備工事

(配管• Ktt)

天井点検口 □ 450 别途工事

□ アウトレットボックス 新設

アウトレットボックス 獸設

— 天井襄ケーブルころがし 新設

—S — 獸般RC壁貫通補修 ¢75以下 新設

— 配管配線 獸設

3•特紀事項

(1)传記な巻！B明器具及びスイッチ、コンセント氮はすべて新設とする。

¢2)照明及び換気•は人感センサーにて点減・(御を行う.

(3)各生僮用便所は、!S房便座用コンセントを折設とする。

¢4)人感センサー操作用スイッチの取付高さは、見童が触れることがない高さ｛FL+1,800)に取付とする.

(5)各階便所の人够センサーは、廊下側へは干渉しないよう検知範圈を爾整とする。

¢6)

©*——FT-

「2, S階平面样細図(改修前)S=1/50|

［改修項目及び特記事項丨

1.WKな言配線配管は下紀による。(撤去配管配線)

----------------- IV1.6mix2(C19)

#>繆 !V1. 6mx5 (C25)

但し、コンクリート内配管は!BSM!持とする.

2.設册8器凡佩(撤去)

記号 機器名称 仕様 電用

E------- 〇----- 1 贖明器具 FHF32WX1逆富士型 撤去

1 堰込スイッチ 1P15Ax2+PLx1金厦ブレート 撤去

e :・込コンセント 2P15Ax1金屬プレート 撤去

懲 鑿付型換気扇 設備工事

(Etf •配糠)

□ アウトレットボックス 四角中型X44 撤去

— 配管配線 IBペい配管 撤去— 配管配糠 It設流用

3 •传紀事項

¢1)照明器具及びスイッチ、コンセント頻はすべt撤去とする。

(2)コンクリート埋込配管はIとする.

¢3)特記無言コンセント用回路の配管配線は獸般維持とする.

(4)撤蠢にあたっては改»iat+分寺!sのうえ撤去を行うこと。

工事名称

南桜井小学校校舎トイレ改修工事

A1:1/50 
A3 :1/100

図面名称管理晋通教室棟 西側トイレ

3階トイレ置気設備図(改修前•改修後)

図面No.

E —0 9

<A402> LEDベースライト(FLR40WX2型相当)温白色 <B162> LEDベースライト(FMF1«Wx2高出力型相当)温白色

(公共施設型番) LSS9-4-3 7 (公共施設型番) LSS9-2-30

<A322> LEDペースライト(FHF32WX2定格出力型相当)濫白色

(公共施設型番) LSS9-4-48

<C32> LEDダウンライト(FHT32W型相当)温白色

(公共施設型番) L RS1-1 3
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日付

縮尺 A1:1/100

A3 :1/200

ェ・,标南桜井小学校校舎トイレ改修工事

図面名称晋通教室棟

1.2階置気設備図(改修後)

図面No.

E —1 0

2階平面図(改修後)

既設電灯盤の+番回路ん置M接統

(便所竜気般備図參照)

後児童クラブ

auAT

|1階平面図(改修後)

凡例

K///I:トイレ改修工事部分を表す。

凡例
レ/刀:トイレ改修工事部分を表す。

EN-EEF2. 0m-3Cx2

5-3Cx2(“IHT6型).

I進級指導教 皆空m機用!t灯分鷺盤！

Z________

設備機審凡例(新設)

記号 機署名称 仕様 通用

二" 電灯分鷺盤 It設流用

図 開閉署霜 ELCB2P1E20AX2 屋内用 新般

目 点检□ 450角 新設(建篆工事)

<こ 点検口 600角 HK

(配管・配線)

— RffKS 天井裏(8べい配線 新般

— 配管記線 專出記糠 新設
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日付

縮尺 A1:1/100
A3 :1/200

南桜井小学校校舎トイレ改修工事

図面名称晋通教室棟

3階置気設備図(改修後)

図面No.
E —11

K///1:トイレ改修工事部分を表す。

I 3PB平面図(改修後) s=1/100 [ 凡 例
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改修前 改修後

ロ～3階平面降細図(改修後)S=1/50|

L改修項目及び特紀事項丨

1.传紀な善配糠配管は下記による。(折設配管配糠)

—--—EN-EEF1.6m~2C

—* — EN-EEF1.6m-3C

—S— EN-EEF1.6m-3C(1C=Earth)

—V— EM-EEF2. Om-3C(1C=Earth)

但し、畳内立下げ部分&び貫通部分は電線管<PF管)にて保Atとする。

2.設備機審凡佩(新設)

紀号 機審名称 仕様 趋用

V 人感センサー №41 AC100V 8A広範囲検知型 新設

人够センサー子機 DC12V 新設

刷 人感センサー子機 AC100V1A換気|R連動嶋子付 新設

•2SL 人够センサー操作用スイッチ 2回路用金属ブレート 新設

e 塩込コンセント 2P15AX1 金属プレート 新設

©EET 埋込コンセント 換地極付2P15Ax1,tt地端子付金属ブレート 新設

畳付型換気易 設備工事

(配管・配線)

S 天井点検口 □450 别途工事

□ アウトレットポックス 新設

アウトレットボックス SE設
•叟_____ 配管配線 立下げ部分のみメタルモールBS2管 新設

— 配管配線 囂出 新設— 配管配線 天井裏ケーブルこるがし 新設

—S — It設RC畳貫通補修 ¢75以下 新設— 配管配線 SE設

3•特記事項

(1)特紀な善15明審具及びスイッチ、コンセント氮はすべで新設とする。

¢2)贖明及び換気!Rは人感センサーにて点減制御を行う.

〇)各生僮用便所は、!s房便座用コンセントを新設とする。

¢4)人感センサー鶴作用スイッチの取付高さは、見童が触れることがない高さCFL+1,800)に取付とする.

(5)各階便所の人感センサーは、廊下個へは干渉しないよう检知範园を!!整とする.

¢6)

［IBWS具妻図(新設)］

<A402> LEDベースライト(FLR40Wx2型相当)温白色 <B162> LEDベースライト(FHF16*x2高出力型相当)温白色

(公共施設型番) LSS9-4-37 <公共施設型番) LSS9-2-30

<A322> LEDベースライト(FHF32HX2定格出力型相当)濫白色

(公共施般型番) LSS9-4-48

<C32> LEDダウンライト(FHT3211I型相当)温白色

(公共施設型番) LRS1-1 3

日付 ェ・,标南桜井小学校校舎トイレ改修工事

A1:1/50 
A3 :1/100

図面名称晋通教室棟

1〜3階トイレ置気設備図(改修前•改修後)

図面No.

E —1 2

「1～3階平面詳細図(改修前)S=1/50|

［改修項目及び特記事項 丨

1.WKな言配線配管は下紀による。(撤去配管配線)

----------------- IV1.6mix2(C19)

―必一 IV1.6nnx3(C19)

岬瘧 IV1.6mix5(C25)

但し、コンクリート内配管は!B設維持とする.

—ヽ"— WF2.0mm-3CC1C=Earth)

2.設册|器凡佩(撤去)

記号 機器名称 仕様 電用

1=0=1 贖明器具 FL20WX1逆富士型 撤去

::" 照明器具 FL20WX1姓富士型 It設流用

r------- Q-------- 1 照明器具 FHF32WX1姓富士型 撤去

1 :・込スイッチ !P15Ax2+PLx1金屬プレート 撤去

堰込コンセント 2P15AX1金厦ブレート 撤去

©2E :・込コンセント 接地極付2P15AX2金属プレート 撤去

每 鑿付型換気扇 設備工事

(配管・配糠)

□ アウトレットボックス 四角中型x44 撤去

L J アウトレットボックス 四角中型对4 獸設琏用

— 配管配糠 専ペい配管 撤去

— 配管配線 天井いんべい 撤去

.-Si-. 專出W5H-AAE管) 撤去

_■* 3____ 配管配線 立下げ部分のみ出配管 撤去

— 配管配糠 It設流用

3 •传紀事項

¢1)照明器具及びスイッチ、コンセント頻はすべt撤去とする。

¢2)コンクリート埋込配管はIとする.

¢3)特記無言コンセント用回路の配管配線は獸般維持とする.

«4)撤去にあたっては改修図を十分・照のうえ撤去を行うこと・
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機械設備工事特記仕様書
! エ・概要

現場施工期間は、施設管理者との謂整により變更することがある。
4 建物概寡

1 工事名祢 南桜井小学校校舎トイレ改修工事

2 工事墙所 春日都市下柳3番地

3 工 期 契約工期___________________________________________________________________________

現埸施工期間 魅 年.丄 日 から せ 氧 艮 日

5 工事種目(•印を付いたものを適用する。)

建物名称 構造 S 数
延面積 

(rtf)
消防法施行 
令別豪第一

備考

(=1) 管理・普通教室棟 RCiS 3 2.708 ¢7)
② 普通教室棟 RC造 3 2,022 ¢7)
③
¢3)

建物別及び屋外一 I 1 » SI
I « » @ ① ② ③ ④ ⑤ 屋外

〇窒気謂和設備

•摸 気 設 備 -式 -式

〇 » 煙 設 備

〇 自動制御設備

•衝生器具設備 -式 -式

•給 水 設 備 -式 -式

•排 水 設 備 -式 -式

〇給 漏 設 備

•消 火 設 備 -式

〇厨房機器設備

〇ガ ス 設 備

6指定部分 ※無 ・有 

対象部分: 工期:令和 年 月 日

?主任技術者又は監理技術者の専任期間(建設業法により必要になった埸合)

1専任期間の始期

請負契約締結の日から、3堤施工に着手するまで(現場事務所の設價、資機材の搬入

又は仮設工事等が開始されるまで)の期間•令和 年 月 日までの期間)については、

主任技術者又は監理技術者の専任を要しないものとする。

2専任期間の終期

工事完成後、検査が終了し(堯注者の都合により検査が遅延した埸合は除く。)、事務手統き、

後片付けのみが残っている場合は、主任技術者又は監理技術者の専任を要しないものとする。

3専任期間の中斷

自密災書の堯生又は埋蔽文化財調査等により髡注者からの通知により、

工事を全面的に一時中止にしている埸合は、主任技術者又は監理技術者の専任を要しないものとする。

8工事範囲 図示のとおり

g機tasm工事概要

1. 換気扇•天井扇の更新

2. 各トイレ衛生器具の撤去新設

3. 紿排水•通気管の撇去新設

4. 受水糟•掲水ポンプの撇去新設

5. 管理普通教室棟1膚西侷トイレの消火栓箱の撤去新設

10電気設備工事及び建築工事を本工事に含む场合、«MSStt工事及び建築工事は、それぞれの工事仕様 

を適用し、下!Eの工事仕様は適用しない。なお、それぞれの工事仕様について特記されていない事項 

は、電気設備工事は春日部市電気設備工事特別共通仕様書により、建築工事は春日部市建築工事特別 

共通仕様書による。

1!同時期堯注の関連工事

•建築工事 •電気設備工事

n エ在イ士様
1共通仕様

¢1)この工事は特！B仕様書、図面によるほか、春日部市横械設備工事特別共通仕様•(最新版)(以下「特別 

共通仕様書」という。)、国土交通省大臣官屏官庁営緒部監修公共建築工事標準仕様•(機械股備工事・) 

(最新版)、公共建築改修工事標犖仕様事(權械設備工事H)(最新版)、公共建築殴備工事標準図(權械 

股備工事H)(最新版)(以下「標準仕様書等」という。)及び監督貝の指示に從い施工する。

なお、市営住宅の场合は、公共住宅建設工事共通仕様…、機材の品貿•性能基準を最優先とする。

(2)電気設備工事及び建築工事を本工事に含む墙合は、それぞれの特別共通仕様・及び標準仕様書等を適用 

する。

¢3)法令•基準•仕様書等は、原則として施工時において最新のものを適用する。

2特!a仕様

¢1)章は•印の付いたもの、項目は番号に〇印の付いたものを宿用する。

¢2)特!3事項のうち選択する事項は、〇印の付いたものがなければ、※印を適用し、・印のものは適用しない。 

〇印と囲印の付いた埸合は、共に建用する。
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枣 目

①板 斎 畚

2電気保安技術者

0施工条件

4技能士の宿用

⑤機材の検査及び 

試験、施工の検査 

及び航験

@監督員事務所

@官公暑その他への 

届出手統等

0 工事用電力・水等

@工事用仮設物

⑩足埸・さんばし類

⑪建設苑生土の処理

⑫埋め戻し土・盛土

@再生砂、再生砕石、 

再生アスコン使用

⑭堯生材の処理等

0容量等の表示

〇配管

0耐震施工

©1あと施工アンカー

特 紀_事_項_____________________________________

本工事に使用する設材等は、段計図・に規定するもの又は、これらと同等のもの 
とする。なお、責材名、製造所名及び苑注先を馄載した報吿・を監督員に提出すること。 
使用横材等については、刀ドスト含有の有無を確離し、"甘ストを含む機材は、使用しないこと。

「国等による覆境物品等の朋達の推進に関する法律」(グリーン購入法)に规定される 

特定i!建品目に該当する欄材は、その判斷基犖、配慮事項を満たすこと。

9I逢する工事材料は、埼玉県産とするよう努めるものとする。

•價く※價かない

施工時間

※行政機関の休日に関する法律($63第91号)に定める行政機関の休日以外。

•上您以外の時間に施工する墙合は事前に監督貝と協議すること。

•配管施工(配管工事)•建築板金施工(風道制作及び取付け)

•熱絶徳施工(保温工事)•冷凍空気綢和機器施工(冷凍空朋機器の据付)

検査及び試験を行うべき機材等は、標準仕様書及び特別仕様書によるほか下記による。 

※飲用に供する設備機器の据付け及び取付け完了後、水貿試験を行う。水貿試験は、水 

道法による「水貿基準に関する省令」に基づく化学的、物理的及び生物化学的試験と 

し、公立の保健所、試験所又は縹定の試験所(事前に監督員の承隨を得る)に依禎し 

て行うものとし、その精杲は、監督員に提出するものとする。
ただし、検査項目は①一般細菌、②大8B菌、③亜硝酸館窒素、④硝酸館窒素及び亜硝 

酸館窒素、⑤塩化物イオン、⑥有機物、⑦pH值、⑧味、⑨臭気、⑩色度、⑪濁度 

および⑫残留塩素の12項目とする。

※雨水利用システム及び搾水再利用システムを?6置したときは、工事完成後定常の使用 

状態に入った後速やかに(概ね3ヶ月以内)流入水•処理水の水貿航験を行う。 

試験は上您の飲用に供する墙合の方法に従うものとする。

ただし、検査項目は残留塩素、pH值、臭気、外観、大腸菌、湖度、BOD、CODとする。

本工事で・設ける(規模 )※設けない

工事の着手、施工、完成に当り、関係官公暑などへの必要な届出手統等は受注者が 

代行し遅滞なく行う。

本工事に必要な工事用電力及び水などの費用は、すべて受注者の負担とする。

すべて受注者の負担とし、構内につくることが ※できる•できない

※别契約の関連工事の受注者が定着したものは無償で使用できる。•本工事とする。

埋め戻し後の建設残土は、※監督員が指示する構内の場所に敷きならす。

•構外搬出適切処理する。

※根切土の中の良質土(但しコンクリート管以外の管の周囲は山砂の類)•山砂の顎

契約図書中の山砂の類、砂利、砕石及びアスコンに代晉し、表層以外において

監督員の了解を得た上で、 •使用できる。※使用できない。

再生砂の使用に先立ち、1購入あたり1検体の六価クロム溶出試験を行い土填の汚染 

に保る環境基準に適合することを確離すること 。

※引渡しを要するもの以外は構外に搬出し、適切処理する。

(構外搬出処理費は※本工事•別崖)

(1) 引涙しを要するもの( )

(2) 貝取処分をするもの( )

(3) 再生資源化を図るもの(•硬貿塩化ビニル管・ )

(4) 特別管理産集廃棄物( )

※処理に先立ち计画書を提出し、処理後は調書を提出すること。

(1) 機器等の能力、容量等は表示された数値以上とする。

(2) 電動機出力、燉料湄費量及び圧力損失は、原則として表示された数值以下とする。

¢1)地中埋設配管(排水管を除く)

1) 地中壇設標(コンクリート製) ※要(図示の箇所) •不要

2) 地中埋設飯(キャッツァイ) ※要(舖装部の分岐、曲部)•不要

3) 埋設表示テープ(2倍折込み) ※要 ・不要

設備機器の固定等は、「建築設備耐震設計•施工指針」(独立行政法人建築研究所 

監修)を参考とする。

ただし、設計用地震力(水平及び船直)は次の股計用水平震度Kh及び股計用飴直 

震度Kv (Kh/2)を用いて計算する。

股計用水平地農カと股計用飴直地震力は同時に作用するものとする。

股計用水平震度

設置埸所

耐震安全性の分類

特定。>施設 一枷>施設

重蔓機器 f機器 重M器 f機器

上層階 
屋上及び塔屋

2.0 1.5 1.5 1.0
¢2.0) ¢2.0) ¢2.0) ¢1.5)
<2. 〇> <1.5> <1.5> 1.0

中間階

1.5 1.0 1.0 0.6
(1.5) (1.5) (1.5) (1.0)
<1.5> <1.0> <1.0> <0.6>

1階及び地下階

1.0 0.6 0.6 0.4
¢1.0) ¢1.0) ¢1.0) ¢0.6)
<1.5> <1.0> <1.0> <0.6>

(注)()内の数値は防振支持の機器の場合に遗用する。

< >内の数値は水槽類に強用する。

※上層階とは2 ～ 6階建の場合は最上階、7 ～ 9階建の場合は上層2階、

10～12幣建の埸合は上眉3 13幣建以上の埸合は上眉4幣)

中間階とは地下階,1階を除く各階で上層階に酸当しないもの(平屋建の場合は無し) 

重蔓機器は次のものを示す。

給水裝置 排水装置 摸気機器 窒綢機器 験源機器

防災設備 監視制御設備 危険師款装1B
火を使用する設備 避難経路上に設置する機器

機器・配管等の据付けにおけるあと施工アンカーの使用については、監督貝の承諾

を受けるものとする。

重量1〇〇k&を超える機器の耐震支持については、耐農計算書を添付し、アンカー 

ボルトを遍定すること。

施工は、(一社)日本建築あと施工アンカー協会の責将を有するもの、又は+分な技 

能及び経験を有した者が行うこと。

金風拡張系アンカーの墙合は、所定の穿孔課さ、拡疆の完了がわかる馄餘を童付する 

こと。

接着系アンカーの墙合は、所定の穿?L探さ、清掃状況、マーキング、カプセル挿入、 

埋仏みの完了が分かる您録を落付すること。

(原則として、接着系アンカーは吊り支持に使用しないものとする。)

あと施工アンカーの試験は、アンカーの積類毎に1か所引疆試験を実施すること。
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標準仕様書第2編によるほか下馄による。

空気!!和設備工事の保んの種副

区 分 施工箇所 保温種別

ドレン管 屋内9I出(一般居室、廊下) a 1- (ハ) ・珈

機械室、・庫、M b・ (ハ) ■vn
天井内、PS内及び空晡壁中 c2- (ロ) ■VI
浴室、厨房等の多湿箇所 

(厨房の天井内は含まない。)
e3 ■ (ハ) ■VI

蒸 気 管 屋内露出(一般居室、廊下) A1- (イ) • n
機械室、書庫、倉庫 B • (イ) -n
天井内、PS内及び蜜!t壁中 C2 - (ロ) • n
床下、晴渠内(ピット内、共同港を含む。) D • (ロ) -n
屋外露出(バルコニー、開放JB下を含む。)

及び港室、厨房等の多湿価所

(厨房の天井内は含まない。)

E3 - (イ) -n

冷水•冷温水管 屋内9I出(一般居室、廊下) Al- (ハ) -n
(膨張管、空気抜管、 岫室’・庫’M B・ (ハ) • hi
膨張タンクからボ 天井内、R$内及び空晡壁中 Cl- (イ) -hi
イラー等への補給 床下、蹟集内(ピット内、共同溝を含む。) D • (ハ) • hi
水管を含む。) 屋外露出(バルコニー、關放廊下を含む。) 

及び洛室、厨房内の多酬箇所

(厨房の天井内は含まない。)

E3 - (ハ) -hi

温 水 管 屋内露出(一般居室、廊下) Al- (イ) -i
(臆張管を含む。) 機械室、・庫、M B・ (イ) • i

天井内、PS内及び空晡壁中 C2 • (ロ) -i
床下、蹟集内(ピット内、共同溝を含む。) D • (ロ) • i
屋外露出(バルコニー、關放廊下を含む。) 

及び洛室、厨房專の多湿箇所

(厨房の天井内は含まない。)

E3 - (イ) -i

(注)1.冷媒管は、断熱材械員銅管を使用し、外装は下記による。

屋内貫出部※保孕化粧カバー(※樹脂製•亜飴メッキ鋼板製•SUSS) 
屋外露出部※酒融アルミニウム亜鉛鮫板ラッキング •susラッキング

•保孕化粧カバー(※樹脂製•亜飴メッキ鋼飯製・SUSS)
2. 施工種別Bの材料及び施工順序4、5に善え、アルミガラス化粧原紙を使用する。

3, 機器類の保孕材の種別は、(※グラスウール保孕材•ロックウール保温材)とする。

ダクトの保温の樓別

区 分 施工筒所 保温種副

長方形ダクト 屋内露出(一般居室、廊下) J1■(イ)-XI
屋内露出(權械室、書庫、倉庫) I •(イ)XI
屋内！Sべい、DS内 I • (ロ)-XI
屋外露出(バルコニー、解放廊下を含む。) 

及び洛室、厨房專の多湿箇所

(厨房の天井内は含まない。)

K3 -(イ)・XI

円形ダクト 屋内露出(一般居室、廊下) 01■(イ)-X I
屋内9S出(權械室、書庫、倉庫) N •(イ)・XI
屋内！Sべい、DS内 N • (ロ)-XI
屋外露出(バルコニー、關放廊下を含む。) 

及び洛室、厨房專の多湿箇所

(厨房の天井内は含まない。)

P3-(イ)-XI

消音内貼り サブライチャンバー M • (ロ)- K
消音チャンバー・消音エルボ l • (ロ)-n

給排水衝生設備工事の俣强の種別

区 分 施工箇所 保温種副

給水管 屋内露出(一般居室、廊下) a 1■(ハ)■W
機械室、書庫、倉庫 b ■(ハ)■ vn
天井内 〇2- (ロ)・W
卩^内及び空晡壁中 〇2 * (ロ)■ un
市営住宅PS内 〇 2 ■(ハ)■ vn
床下、暗集内(ピット内、共同溝を含む。) —

屋外露出(バルコニー、僻放廊下を含む。) 

及び洛室、厨房專の多湿箇所

(厨房の天井内は含まない。)

e3-(ハ)•枷

排水及び通気管 屋内露出(一般居室、廊下) —

機械室、書庫、倉庫 —

天井内 〇2 - (ロ)•视

PS及び空隙壁中 —

及び洛室、厨房專の多湿箇所 

(厨房の天井内は含まない。)
e3 ■(ハ)-VH

給湯管

(膨張管、空気抜管、 

膨張タンクからボ 

イラー等への補給 

水管を含む。)

屋内露出(一般居室、廊下) al•(イ)• I
機械室、書庫、倉庫 b •(イ)• I
天井内 〇2- (ロ)• I
PS内及び蜜!t壁中 d •(ロ) • I
屋外露出(バルコニー、僻放廊下を含む。) 

及び洛室、厨房内の多酬箇所

(厨房の天井内は含まない。)

e3 ■(イ)■ I

(注)1.消火、搾水及び通気管のうち見えかかり部は篁装を施す。

2. 排水管の管積が耐火二層管、耐火VPの场合は、保温を要しない。

3. 施工標別bの材料及び施工順序3、4に普え、アルミガラス化粧原紙を使用する。

4. 機器類の保温材の編別は、(※グラスウール ・ロックウール)とする。

5. 潸火管屋外露出部保温仕様は、e3・(ハ)・Wとする。

6. 便所内露出SUS管及び流し内露出SUS管は保温を要しない。

7. 空訶殴備を要する便所以外の便所で高密度ポリエテレン管を採用する墙合は、 
施工個所によらず保温を要しない。

※ロックウール・グラスウールのホルムアルデヒド故散畳による区分は、 

原則としてF☆☆☆女とする。

•屋外露出給水管(呼び径20以下のみ)は、保温厚50mmの防凍保温を行うこと。

※図示の屋外露出部(希水管、消火管、希湯管、膨張管、弁類を含む。)は

下!5仕様により防凍保孕を行う。

※保温仕様は保温厚さを40mmとする。

•保温材をグラスウールとし、凍結防止ヒーターを設價。

下!3の亜船メッキを施したダクト及び配管は、塗装を行わない。

※機械室、•庫、倉庫・

下!Bの金!S電線管は並装を行う。

※屋外露出※多温箇所屋内露出(※見えかかり部 ・ )

表示なき電線•ケーブルは、原則としてエコマテリアル電線•ケーブルとし、露出 

部分に使用する场合は耐案外線性能を有するものとする。

ただし、自動制御設備に関わる配線は標犖仕様書の自動制御殴備の項による 。

はつり及びあと 

施工アンカー打設

既存コンクリート床、壁等の配管貫通部の穴開及びあと施工アンカー打設前に、 

図面に明示した個所についてX線撮彫朋査と実施すること。

電動ドリル等の刃が铁筋、金属配管等に橙触した埸合に、自動で電動工具の電源を 

挙斷する装置を使用する。

@ 管の埋股探さ (1)公道上は、道路管理者の指定する探さとする。

(2) 構内車両通路では、路盤材下面から管の上端まで600mmとする。

(3) その他の墙所では、地豪面(舖装する部分では路盤材下面)から管の上端まで

3 0 0mmとする〇

@ 既設管分岐•接続

25絶縁継手の設置 

•種別

@天井仕上げ区分

®他工事との 

取合区分

@施工図等の取扱い

㉙保 険

㉚配管識別

@堂落制止用器具 

(フルハーネス型)

既設管に接統・分岐する埸合は、原則として新設時の接合方法として標犖仕様書に 

规定された工法による。

やむを得ずそれ以外の工法を採用する埸合は監督員の承隨を受ける。

※コンクリートの建築物に出入りする箇所の付近の露出部配管

※鋼管と鋼管及びこれに類する部分※鋼管とステンレス管及びこれに類する部分 

条50A以下は絶綠ユニオンとし、それ以上は施縁フランジ・全て絶綠フランジ

()書きの室名は直天井を示し、その他は二重天井を示す。

スリーブ、箱入れその他工事との取合いは、工事区分表によるものとし、施工に 

支障を来さない時期までに、必要な位置、大きさなどを明示し、監督貝と打合わせる。

施工図等の著作榊に係わる当該建物に限る使用榊は、苑注者に帰圓するものとする。

受注者は工事目的物及び工事材料について工事完成期日後14日まで、これを火笑 

が保障対象になっている組立保険等にかけて、証・の写しを監督員に提出する。

受注者は法定外の労災保険に付し、SE・の写しを監督貝に提出する。

配管等の識別は、その方法等について監督員と協議のうえ行うこと。

※使用を要する 墜落制止用器具の安全な使用に関するガイドライン による

•使用を要しない

三相誘導電動機はJ I s C 42 13 ( I E3)トップランナーモーターとする。

@施工計画・ 建築工事特記仕様・による

建築工事特您仕様・による

建築工事特您仕様・による

①共通事項

• O改修部分の足埸

改

修

改修工事で特別に付加すべき事項について指定するものとし、それ以外は本特您仕様 

・の一般共通事項による。

建築工事特記仕様・による

席律部分養生・

既存家具等養生

建築工事特您仕様書による

4備品等の移動 •別途工事•本工事 ※撞統配管等の取外し、接統は本工事

5仮股間仕切り (1)関係睛負集者と共用部分

※別契約の関係受注者が定着したものは無償で使用できる。

•本工事で負担とする。(種別は(2)による。)

¢2)本工事で単独で必要となる仮設間仕切りは、下記による。 

単管下地全面シート強り•

@ 瓶去後機材の扱い(1)改修部分の機材は原則として瓶去後新品に取替えるものとし、再使用する埸合は 

図示区分による。

¢2)撤去後再使用の指定がない機材のうち、撤去後使用価値を有すものは、現场髡生 

品として監督員に報吿する。

それ以外の機材は積類別に産集廃棄物として分別処分し、マニフェストを監督員 

に提出する。

@ 支持金物の再使用(1)インサート金物・インサートの径每に引張試験を行った埸合は、再使用できる 

※新品

(2)形鋼支持金物等・再使用できる※新品

あと施工アンカー金属拡疆アンカー又は接着系アンカーを使用するものとし、その使用については、 

の積別 監督貝の承皓を受けるものとする。

フロン回収9 冷媒管の撤去に当たっては、すべてのフロンガスを回収し下!Bの方法で処理する。

※破壇プラント搬入•フロン再生後引き涙し・未再生引き涙し

「フロン類の使用の合理化及び管理の通正化に関する法神」に基づき処理すること。

⑩総合調整

11既設基礎類の解体 

はつり

•全体再i!整※改修部及び彩害部の"鬟

建設機械は、原則として、排出ガス対策型、低題音型、低振動型を使用すること。

現!!内で使用する直機等は、解体建築物の位置及び規模に応じた機積及び規将のものを

遍定すること。

粉じんの飛散等により周辺環境に彩鲁を及ぼさないよう邁宜散水や粉じん竟生源を員う 

など覆址対策に配!!すること。

12アスペスト事前 

i!査精果の報吿

全ての建築物、工作物において大気汚染防止法及び石緬!«書予防规則の事前綢査を建 

築物石編含有建材朋査者により実施し、アスベスト使用有無に関わらず、結果を知事又 
は市長あてに報吿すること。

2024. 7.1工・辟南桜井小学校校舎トイレ改修工事 

衆 二 契孺機械設備工事特記仕様書(1)



⑬その他

1股計孕混度

〇 

空 

気

和 

設

備

3爐 道

4燈 突

5長方渺ダクト

6円形ダクト

7風量測定口

8 チャンバー

9吹出口及び吸仏口 

ボックス

10ダンバー

1I配管材料

12弁 類

13温度計

14圧力計

15瞬間流量計

16油面制御装置

1?冷却塔

(1) 図面上の縮尺は,J I S A1版とした縮尺とする。

(2) 受注者は、施工にあたって施股運営に支障の無いように綿密に打含せを行う 

こと。

¢3)特に度音振動など周辺に養大な彩喜のある工事については、原則として学校 

では学校連営に支障を与えない期間、その他の施段では施設管理者と打合せし 

て設定すること。

¢4) FF式温風暖屏機の撤去•再取付、新规設償について

FF式孕風暖房機の一時取外し、再取付、新规設價及び動作確離は、製道者又 

は製造者認定の代理店等に所属する「石油横器技術管理士」の登録を受けたもの 

((一財)日本石袖燃焼欄器保导協会)が行い、記餘を整備すること。なお、動 

作確離は、一時取外し前、再取付け後の双方で行うこと。新规股償の墙含は股償 

後に行うこと。

※外気処理用エアコンの屋内段定值は、亘期温度5暇とする。

外 気
S 内

-袖系航

Sfi(DB) S£(RH) Sfi(DB) ifi(RH) S£(db) ifi(RH) S£(DB) ifi(RH)
5期 37.1*C 47.1% 28 °C % °C % °C %
鼻撕 0.5*C 49. 4% 20 °C % °C % °C %

※本工事・別途

風量綢整 ※する •しない

水 ・する ※しない

聞音の測定 •する ※しない

室内外空気の温温度の測定 ※する •しない

室内気旅及びじんあいの測定 •する ※しない

初期連転状態の記原 ※する •しない

工事対象範囲の既設權器連転状熊の!5餘 ・する ※しない

(1) 鉄根厚 (JK 3 . 2mm - 4. 5mm )
¢2)ばい煙農度計※設ける•設けない

(3)ばいじん量測定口※設ける(測定口は80¢とする)•設けない

※別途•本工事

※低圧ダクト(亜船鉄板製)

長辺の長さ1500mm以下 ※共板工法•スライドオンフランジ工法

•アングルフランジ工法

それ以外の部分※アングルフランジ工法

•高圧1ダクト(亜船鉄根製) •高圧2ダクト(亜飴鉄板製)

•ステンレス製ダクト(• A区分 ※日区分)•塩ビ製ダクト(・A区分 ※日区分)

※スパイラルダクト(※亜鉛鉄板製•ステンレス襲)•硬貫塩化ビニル管(VU) 
•模気用耐火二層管(大臣離定品)※フレキシブルダクト(•保孕付•保孕無) 

(注)1使用区分は図示による。

取付け箇所は、図示した箇所及び下£0t所とする。

送風權吐出ダクト又は吸込ダクト、外気取入ダクト、空訶權出口チャンバーの分帔ダクト

¢1)内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。

(2) ダクト撞統彩の空気綢和機等に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバ 

及びダクト系で消音内貼りしたテヤンバーには、点検口を段けるものとし点検口の 

大きさは下您のとおりとする。

-3 0 0 X 300 - 3 00 X 5 0 0 洪400X600 - 550X 750
(3) 外壁に面するガラリに直接取り付けるチャンバー及びホッパーは雨水が滞留し 

ないようにする。

※亜鉛鉄板製・グラスウール製

•10以上液管•20以上※10以上)

(8)

ドレン管 

ドレン管

復帰方式(※遍隔・ 

花帰方式(※連隔・

防煙ダンバー 

ピストンダンパー

(屋外)

(屋内)

(白)•

(白)•

(黒)

)定格入力DC24V, 0.7A以下
)

(1)
¢2)

(6)
(7)

(白)•碩貫塩化ビニル管VP※配管用炭素鋼鋼管

※保温機能付空綢用ドレン管(以叼ACドレ孙‘イア相当品)

•耐火二|S管VP (FDPS-1)
•配管用炭素鋼鋼管(白)•硬質塩化ビニル管VP

)

冷孕水管 

冷却水管 

ブライン管 

冷媒管

(消防協議事項:

ただし、保温機能付空綢用ドレン管は、水圧1mを超える配管には使用しない。

油管

兼気管給気管

還管

¢1)
¢2)
(3)
¢4)

※配管用炭素鋼鋼管 

※配管用炭素鋼鋼管 

※配管用炭素鋼鋼管 

※断熱材械員銅管

(保温厚顽ガス管※20以上

※配管用炭素鋼鋼管(黒)•

※配管用炭素鋼鋼管(黒)•

※圧力配管用炭素鋼鋼管(黒)Sch40 •ステンレス鋼管

腸张管、空気抜き管及び腸強タンクよりボイラー等への補給水管

※配管用炭素鋼鋼管(白)•

規格はJ【S又はJVとし、指定なきものは5K、それ以外は図示及び共通仕様•による。 

また、鋼管用伸縮管継手の積類は図示による。

取付部は下您による。

※熱源權器の冷温水管(出入口共)、冷却水管(出入口共)※空気9I和權の冷温水管(出入口共)

※ダクト接統形空気綢和横のサプライチャンバー、レタンダクト、

外気取入ダクト及びレタンチャンバー

※冷温水ヘッダー(住)及び各還り管 ※熱交換器の温水管(出入口) •

取付部は下記による。

※熱源機器の冷温水管(出入口共)、冷却水管(出入口共)

※空気9I和權の冷温水管(出入口共)

※冷温水ヘッダー(往)及び各還り管 ※熱交換器の温水管(出入口) •

瞬間流量計はビトー管方式によるもので止水コック付とし、型式及び取付部は下!3 
による。なお、着脱部の指示部は(※〔個・個)付属とする。

・熱源機器の冷孕水管、冷却水管の出入口どちらかに(※固定彩•着脱彩)を設ける。

•空気9I和權の冷温水管の出入口どちらかに(※固定形・着脱形)を殴ける。

※往又は還どちらかの冷温水ヘッダーの各接続管へ(※固定形・着脱形)を設ける。

制御盤には(※給油ポンプ制御※満減油書報•速隔書報•電磁弁制御 

•返油ポンプ制啣 )の端子を段ける。

なお、フロートスイッチ部と制御装置の配管・配線は製造者棵準仕様とする。

※直交流式•向盅型

※レジオネラ属曹殺曹剤等の自動業剤注入装置※自動ブロー装置・

神給水は、水道水とし、神給水接統管部分に清掃用の水栓を分岐して設ける。

18空気熱源ヒート 

ポンプ空調機

楓軍仕様・によるほか下記による。

(1) 圧縮横原動機の制御方式 ※回新数制御・オンオフ制御

(2) 冷媒 HFC ( R41 OA% R32又はR407C)
(注1)R41OAを棵用した场合、冷媒配管は横器の股計圧力を満足するものを 

使用すること。

(注2) R32を探用した场合、冷媒配管の断熱材ttSffiWは離嬌性のものを使用 

すること。

(3) 埼玉県グリーン調逢推進方針で掲げる成績係数を満たす機器とする。

• 

給 

水

設 

tt

• 

排 

水

設 

備

• 

換

気 

設

備

1長方形ダクト

(2)円形ダクト

3風量測定口

4 テヤンバー

5ダンバー

6多混箇所の排克 

ダクト

7保 温

®試連転調整

※低圧ダクト(亜鉛鉄板製)

長辺の長さ1500mm以下 ※共根工法・スライドオンフランジ工法

•アングルフランジ工法

それ以外の部分 ※アングルフランジ工法

•高圧1ダクト(亜鉛铁板製) •高圧2ダクト(亜鉛鮫板製)

•ステンレス製ダクト(・A区分 ※日区分)•塩ビ製ダクト(・A区分 分)

※スパイラルダクト(※亜鉛鉄板製•ステンレス製)•硬質塩化ビニル管(VU) 
•耐火二眉換気管(大臣縹定品)※フレキシブルダクト(•保温付•保温無) 

(注)1使用区分は図示による。

取付け箇所は、図示した箇所及び下!50t所とする。

送風權吐出ダクト又は吸込ダクト,外気取入ダクト

(1) 内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。

(2) 消音内貼りしたテヤンバーには、点検口を段けるものとし、点検口の大きさは 

下!Bのとおりとする。

-3 0 0 X 300 - 3 00 X 5 0 0 洪400 x 600 - 5 5 0 x 7 5 0
(3) 外壁に面するガラリに直接取り付けるチャンバー及びホッパーは雨水が滞留し 

ないようにする。

(1) 防煙ダンバー ft掃方式(※連隔・ )定格入力DC24V, 0.7A以下
(2) ビストンダンパー ft帰方式(※連隔・ )

(1) 排気ダクトのうち下!3箇所は硬質塩化ビニル管(VU)
(防火区画貫通箇所は換気用耐火二膚管又は耐火VP)を使用できる。

※浴室(シャワー室、脱衣室を含む)•

(2) 水抜き管は(※厨房、浴室 ※館露水が滞图する部分・ )の拌気ダ

クトには設ける

下!3のダクトの保温を行う。

※全熱交換器用の(Sペい部ダクト

仕様はN • (ロ)• XIとする。

保温施工範囲は、希気用OAダクトは全て、また、搾気用EAダクトは外壁より

1mの部分とする。

※(※厨房•湯沸室・ )用の障蕾ペい部ダクト(仕様はh •(イ)•IXとし

俺囲は図示による)

風量調整 ※する•しない

風量測定 ※する•しない

騒音の測定 ・する※しない

〇

搾 

爐 

設 

備

1ダクト

2排燈ロの渺式

3排煙ロ手動開故 

装置

4排燈風量測定

※亜船鉄板・

※天井取付(•スリット形 ※スイング渺)

•壁取付 (•スリット形・スイング形)

開故及びft掃方式 ※ワイヤー式•電気式(道隔操作•不要•要)

建築設備定期検査業務基準書((ー財)日本建築設備•昇降機センター)の排煙風量の 

検査方法に犖ずる。

〇 

自 

動 

制 

御

1中央監視制御装價

2構陇•機能

3置気計装用機材

•有り※無し

図示による

使用する置線及びケーブルは、原則としてEM電線またはEMケーブルとする。

屋外・屋内露出の電線は、図面に符!5のない限り金属管配線とする。

天井内隠ぺい置線は、図面に特!Eのない限りケーブル配線とする。

■

衝 

生

器 

具

設 

備

Q小便器用節水装置

®バリアフリー対応

®衛生器具付届水栓

0自動水栓類の電源

⑤暖房便座

0大便器洗浄弁・ 

洗浄用タンク

7大便器耐火力バー

®掃除旅し

®排水器具用:!・嬾手

10標記板

1I水せっけん入れ

JIS B 2026 (自動水栓)による電気開閉式とし、小便器(※ー体晦•分雄形)とする。

〇便器 ※全部ストール渺•一部ストール渺

手すり(※本工事•別崖工事)
〇面器 ※自動水栓(•全部 ※一部)•レバー式水栓(一部)

•シャワー ※サーモスタット式・ミキシング式

※スライドバー ・フック ※止水横能付節水彩シャワーヘッド

0# ^600X800 (耐金債)•傾斜債(•照明無•照明付)

(1) 器具付届止水栓は ※ドライバー式・ハンドル式

(2) 水抜き栓を使用する墙合は、水栓は固定コマ式とする。

JK AC100V •乾電池等 ※自己苑電

¢1)JIS A 4422 (温水洗浄便座)とする。

(2) 機能種別 ※温水洗浄 ※脱臭•温風乾燥•トイレ室内暖房

(3) 温水洗浄加熱方式 ※瞬間式•貯湯式

¢4)使用旅体は、飲料用水道水とする。

(5)リモコン・AC100V •乾電池等 ※自己免電

器具表又は下記の埸合を除き、※節水I型•節水!I型とする。

•洗浄弁操作方式は、※手動式※電気開閉式(•センサー式※タッチスイッチ式)

※上眉階で使用する大便器洗浄井は、現地稳水管の流動圧を確閱し、必要に応じ 

低圧渺とする。

※設ける(ビット内は除く) •設けない

※共栓なしとする。•共栓付とする。

※使用できる•使用できない

大便器、小便器の洗浄水用に雨水等の利用をしている場合は、その旨をわかりや 

すく各トイレ毎に表示する。

せっけん供給栓等がない場合は、監督員と協議のうえ洗面器、手洗い器に設ける。

12擬音装價

⑬その他

①配管材料

0 ー体形タンク

3水 栓

4量水器

5量水器桝

⑥弁 類

7水栓柱

@建物導入部配管

9検針方法

1〇水道利用加入金

11本管取出し

①配管材料

•女子用トイレブースに股價する。(※本工事・別途工事)

•男子用トイレブースに設價する。(※本工事・別途工事)

•バリアフリートイレブースに設價する。(※本工事・別途工事)

術生股備器具の適用等の必要なことは別途術生股備器具豪による。

已费材料は※下紀•図面梢示(図面梢示］&N不足する筒所は下!3) による“
施工箇所 管模 別

床下、暗渠内(ビット内、共同溝を含む。) -SUS • SGP-PD 細 IVP 
•ポリブデン管

ウェット厨房、浴室等の混潤シンダー内配管) -SUS • SGP-PD I VP
•ポリブデン管

保温をしない屋外露出部 ^SUS - SGP-PD
地中壇段部(水分) 5KH I VP •水道用ステンレス鋼管 

•水道配水用ポリエチレン管(PE)

地中埋設部(一般部分) JKH I VP •水道用ポリエチレン管 

•水道配水用ポリエチレン管(PE)

市営住宅住戸内 ※ポリブテン管(さや管ヘッダー工法)

便所天井内、PS内(注5) ※高密度ポリエチレン管(32A以上)

便所天井内 ※ポリブテン管¢1Ommft温付)

便所空陳壁内又は衝生器具等橙統管 ※ポリブテン管

その他の部分 -SUS - SGP-PD 楽H IVP 
•ポリブテン管

床下、暗渠内(ビット内、共同漕を含む。) JKSUS - SGP-PD - HJJVI5
•ポリブテン管 ノ^

温涸シンダー内配管 JKSUS - SG P^Pt) ■ H I VP
•ポリブテオ"

保温をしない屋外露出部 ^SLLS^- SGP-PD
地中埋股部(一般部分) ivp •水道用ポリエチレン管 

•水道配水用ポリエチレン管(PE)

便所天井内、PS内(注虹 ※高密度ポリエチレン管(3 2 A以上)

便所天井内 ” ※ボリブテン曾¢10mm保温付)

便所空隙劉根は衛生器具籌接続曾 ※ボリブテン曾

そ部分 ^SUS • SGP-PD ■ H I VP 
•ポリブテン管

(注)1.SUSとは、JIS G 3448またはJVWA G115に規定するステンレス鋼管とし、継手は 

一般部(•圧縮•铲アルフ・以※拡管)便所・廊下旅し疆り貫出配管(※拡管)とする。

2. ステンレス管に取付ける弁は、JV8-1ICよる。

3. 飲料水以外の給水管は、系統別に管外部に配管誠別テープを巻く。また、誼接統がな 

いことを確認するため衛生器具の取付完了後、系統毎に着色水を用いた通水試験を行 

う。

4. 建物導入部において、ポリエテレン管と具積管を接合する墙合は、接合部が睿曷に 

点検できるように点検用桝を段ける。

5. 口後2 5 Aにて大便器等に撞統する场合は、施工状況に応じて高密度ポリエチレン管 

の使用も可とする。

6. 高密度ポリエチレン管とは、主材料に高密度ポリエチレン樹脂(PE100)を採用 

し、管と継手を電気漕着にて接合するものをいう。

7. 地中埋股部(水道直結部分)は水道事集者の指示による。

一体晦タンクについての楓軍図は一般的な形状及び數値を示すものであって、 

図面及び特!3仕様書に!3載された耐農強度、容量、寸法を満たすものであればよい。

※紿漏用水栓を除き大きさの呼び13の水栓は、節水コマとする。

•水抜き栓を使用する墙合は、屋外に設ける水栓は耐憲水栓とする。ただし屋内は 

固定コマ式とする。

※親メーター(※貸与品・ ) •子メーター(※買い取り・ )

※水道事業者指定品•標軍図MC形

規格はJ【S又はJ Vとし、水道直借部分は10Kとし、指定なきものは5K、 

それ以外は図示及び標準仕様•による。

•防素コンクリート水栓柱(1200L)※不凍給水栓

図示部分について下!3のとおり施工する。

※埋設用フレキシブルジョイント2本をL宇状に段ける。

・標犖図施工 4 ( - (a) • (b) • (c))

水道事業者の集合住宅に関する戸別検針規程に適合するように関連工事業者と調整の 

うえ施工すること。

水道利用加入金は、別途とする。ただし、水道事業者との調整は本工事に含む。

水道本管からの給水取出し工事は、本工事範囲とする。また、取出し部における

88$のft旧も含む。_______________________________________________________________________

配管材料は※下!E ・図面指示(図面指示が不足する箇所は下!3)による。

施工箇所 管積別

雜 

梯 

水 

配 
管

床下、暗渠内(ビット内、共同溝を含む。) SKRF-VP又はリサイクルVP • VP
厨房等の温梯水 SKSGP (白)•

耐火性能を要求される箇所 ※耐火二|S管v p (FDPS-1)又は耐火v P
■ SGP (白)

その他の部分 楽RF-VP又はリサイクルVP •VP 
•梯水用硬貿塩化ビニルライニング鋼管

床下、暗渠内(ビット内、共同溝を含む。) 楽RF-VP又はリサイクルVP •VP
耐火性能を要求される埸所 ※耐火二層管V P (FDPS-1)又は耐火V P

•搾水用ノ月TIT杪堂装鋼管
その他の部分 楽RF-VP又はリサイクルVP •VP

•搾水用硕貿塩化ビニルライニング鋼管

共 

通

地中埋設部 skrs-vu又はリサイクルVU • VU 
•卵形管(ゴム翰接合)

^REP-VU (軽荷重の墙合)

楽RF-VP又はリサイクルVP •VP
耐火性能を要求される箇所 ※耐火二層管V P (FDPS-1)又は耐火V P

■ SGP (白)

その他の部分 ※リサイクルVP又はRF-VP •VP
•梯水用硬貿塩化ビニルライニング鋼管

(注)1.リサイクルVP、リサイクルVUはJISK6741の規格をもつ塩ビリサイクル管、 

RF-VP. RS-VU又は、REP-VUは標準仕様書第2H2.1.2. 6による。

2. 雨水排水を含む埸合は、雨水排水管は雜搾水配管の材料積別による。

3. 原則として雑排水配管、汚水配管の管撞合部はY45度で行う。

舖装版切断時に免生する湖水の処理に係る特|B仕様・

®洗面器等の排水管

®満水試験継手

@桝の建用

洗面器等に直結する排水管は、器具トラップより1サイズアップする。

3膚以上にわたる排水立て管には、各膚毎に次の継手を設ける。

※掃除口付きソケット・満水試験用掃除口ソケット

別紙桝表による。

1配管材料 •露出部M銅管その他保温付被體銅管(M銅管)

•一般配管用ステンレス鋼管

•ポリブテン管(さや管ヘッダー工法)

〇

給

湯

2絶縁フランジ 取付部は下記による。

※鋼管と銅管及びこれに類する部分

※鋼管とステンレス管及びこれに類する部分

設 

tt
3弁 類

4ガス瞬間漏沸器

5電気給湯器

(1)規格はJ I S又はJ Vとし、指定なきものは5K、それ以外は図示による。

¢2)ステンレス管に取付ける井は、JV8-1IZよる。

※屋外設置の潜熱回収型• PS1I内設置の潜熱回収型

飲用の埸合は、80そ以上で使用可能なものとし、「熱漏注意」の表示をする。

•

消 

火

設 

tt

〇配管材料

®建物導入部配管

屋内消火栓用 一般配管※SGP (白) • STPG370 (白)Sch40
地中壇設SSSG P-VS ■ H I V P

•高密度ポリエチレン管(消火用)

湄火用 一般配管※SGP (白) ・STPG370 (白)Sch40
地中壇設SSSG P-VS ■ H I V P

•高密度ポリエチレン管(湄火用)

不活性ガス消火用 楽STPG370 (白)Sch40 ■ STPG370 (白)Sch80 

図示部分について下記のとおり施工する。

※埋股用フレキシブルジョイント2本をL字状に設ける。

•標準図施工 4 ( - (a) • (b) • (c))

〇 
ガ 

ス 
設

1配管材料 都市ガス ガス事業者の供給規定による。埋設配管はPE管を原則とする。

液化石油ガス一般配管※合成樹脂被覆鋼管• SGP (白)

地中壇設条PE管 ・

備

2ガス漏れ警報 

證断装置

3液化石油ガスの 

供給41

混洩検知装置は、流量検知式圧力監視型とする。

ガス設備工事の施工者にガスの供給権は付帯しない。

〇 

厨 

房

1厨房機器の固定 原則として、移動を前提とする厨房機器を除き地農畤に転倒及び位價ずれを起こさ 

ないよう、床又は壁に堅固に取り付ける。

設

備 2シンク用水栓

3安全装置の機能 

の邁用

※レバー式泡沫水栓•自動水栓

標準仕様書第5編1-6-1の表5.1.7安全装價の表中のAの項目はすべて適用とする。

第1条 この特您仕様・は、春日部市横械股備工事特別共通仕様・に定めるもののほか、アスファルト

舗装版切断時に苑生する湄水(以下「湄水」という。)の処理に関し必要な事項を定めるものである。

第2条 受注者は、回収した濁水を次のとおり処理するものとする。

•模類及び処理畳

•中間処理施設

•処理方法

汚泥(袖分を含む汚泥)

市 地内、(株)

•中間処理後、最終処分埸に搬入(処理に焼却又は漕融含まず)

•中間処理後、景終処分墙又は再資源化(処理に燒却又は濬融を含む)

2受注者は、別の中間処理施段を暹定する埸合には、事前に監督員と協議するものとする。

第3条 受注者は、舖装版切断作業を行いながら湖水を可能な限り回収し、作集後速やかに回収 

した湄水を産集廉棄物の汚泥(袖分を含む汚泥)として中間処理施段に連搬及び処理するもの 

とする。

2受注者は、汚泥の中間処理集の許可を受けている集者と産集魔棄物処分發託契約を締館し 

なければならないものとする。

3受注者は、自ら連掇を行う埸合を除き、汚泥の収集連搬集の許可を受けている集者と産集 

廃棄物収集運搬妻託婴約を締結しなければならないものとする。

4受注者は、泪水の処理に関する履行について、廃棄物の処理及び清掃に関する法律におい 

て定める産業廃棄物管理累(以下「マニフェスト」という。)により管理するものとする。

第4条 受注者は、施工計画書において、濁水の回収、運搬及び処理に関する方法を定めなけれ 

ばならないものとする。また、中間処理集者及び収集連搬集者と第3条第3項及び第4項に基づき 

締結した萎託契約書の写し及び辭可BEの写しを添付すること。

2受注者は、工事検査時にマニフェスト原本を提示する。

第5条 湖水処理量については、舖装版の切断殖長や切断厚が愛わった场合を除き、原則として 

設計変更の対象としないものとする。

2受注者は、舖装版切斷時に濁水を生じない工法を使用する墙合においては、事前に監督員 

と協議するものとする。

3この特!B仕様書に疑養等が生じた墙合については、別途監督員と協議するものとする。

春・… 

学校教青

教青施設

日都 2024. 7.1工・辟南桜井小学校校舎トイレ改修工事 
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南桜井小学校校舎トイレ改修工事

器具表"機器表(改修前)

図面No.

M -0 3

撒去衛生器具表

※注記

1.和風便器撤去後の開口部閉室は建築工事とする。

器具名 型 式

設置埸所

合計

設置埸所

管理晉通教室棣 東側トイレ 管理普通教室棣 西側トイレ 晉通教室棣

合計
膺肝トイレ 傭好トイレ 瀨肝トイレ 2唐好トイレ 3富肝トイレ 疇好トイレ

肝トイレ
im 
好トイレ

2富肝トイレ 21t好トイレ 備肝トイレ 3富好トイレ 傭肝トイレ 傭好トイレ 2富肝トイレ 2唐好トイレ 3富肝トイレ 疇好トイレ

和風大便審 フラッシュバルブ 1 2 1 2 1 2 1 2 2 4 2 4 24組 1 1 1 1 1 1 6組

律風大便署 フラッシ□・パルブ 1 1 1 1 1 1 Bffi 1 4 1 4 1 4 15組

紙巻器 2 3 2 3 2 3 1 2 2 4 2 4 3 〇個 2 5 2 5 2 5 2 ie

床ストール小便審 フラッシュバルブ 3 3 3 2 4 4 19組 4 4 4 12組

洗面器 立水檢x1 2 2 2 2 2 2 1 2 1 2 1 2 21組 2 2 2 2 2 2 12組

掃除用琏し 1 1 1 1 1 1 6組

化粧鏡 350X450 2 2 2 2 2 2 1 2 1 2 1 2 21枚 2 2 2 2 2 2 12枚

便器用手すり LK 1 1 1 1 1 1 66

跳ね上げ形

ns

小便專用手すり 1 1 1 3個

制!i畧用手すり p»

撒去機器表

※注記

1•ユニット形消火栓ポンプは既存のままとし、サクション側配管を撒去する。
2.消火栓補給水槽は配管共既存のままとする。

機器名 仕 様 設置場所 台数 備 考

WT-1受水槽•消火水梧 FRP製パネル組み立て琳3.0 X 5. 〇 X 2. 0H 3〇. 0M3 管理晉通教室棣屋外 1基 基礎はKE存のまま

平架舎、付屬品共

WP-11•水ポンブ 植型形豊股ポンプ65AX3.7KW付属品共 管理普通教室ttポンプ室 2台 碁礦は蔵存のまま

2 50¢ S U SKウェザーカパー共 管理普逋教室棣東何トイレ:1～3階 6#

管理晉通傲宣棵西側トイレ:1～3階 6#

晉通傲宣棣トイレ:1～3階 6#

屋内消火栓箱 塩め込み形付属品共 管理普逋教室棣西何トイレ1階 1組

市
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工事名称

南桜井小学校校舎トイレ改修工事
园面名称

器具表"機器表(改修後)

図面No.

M —0 4

新設衛生器具衰

器具名 型 式
参考品番

付 届 品

設置場所 設置坍所

管理普通教室棟東側トイレ 管理普通教室棟西側トイレ
合計

普通教室棟
合計

TOTO in肝トイ1 11I好トイI 2H肝トイI 2H好トイI 3H肝トイI 3H好トイI im 
府トイレ

im
女平トイレ 2H肝トイI 21I好トイI 3H肝トイI 31I好トイI in肝トイI 11I好トイI 2H肝トイI 21I好トイI 3H肝トイI 31I好トイI

洋風大便器(掃除口付) 連岫摭型タンク式 CFS-498BMC 舗水、床爵 便座:蓋なしスローダウン鹽付 2 3 2 3 2 3 1 2 3 2 3 2 6組 2 4 2 4 2 4 18組

紙關:$U$數割»削｛701牌品共

洋風大便器(播除口付) 疆耕対応型タンク式 CFS-498BMC 嫌水、床援水 跡座:聽臟なしフラッシュタンク式辭便飜TGF5523册Sリモコンセット 1 1 2組

m：susg^mo!付冒品共

車椅子対応大便器 高座面対応 C-480AN 蟀水'床排水自動耕フラッシュ弁(人体戲!センサー瞠)耕便座 關後僵なしMベースプレー卜付) 1 1組

タッチスイッチェコリモコン歇靈ユニット付關共

岫器:$u$製虞邮(ワンタッチ式•輸重タイプ)伽品共

自動あ浄小便器 UFS-900WR 壁轡 的ップ型携電式(バッテリー式使用瞰噸なし)付属品共 3 3 3 2 3 3 17組 3 3 3 9組

壁掛け洗面審 L-250C m @№6炊式(バッテリT使用瞰制限なし)梯純なし 水せっけん入れなし 1 2 1 2 1 2 2 2 2 2 17組 1 1 1 1 1 1 6組

林pトラップ怫U共

壁掛け洗面審 L-30DM 蟀水自動単純竟胃式(バッテリT使用回瞼限なし)梯純なし 水せっけん入れなし 1 2 3組

排水Pトラップ般品共

車椅子対応洗面器 L-103A m @№6炊式(バッテリT使用瞰制限なし)梯純なし 水せっけん入れなし 1 1組

排水Pトラップ付属品共

掃除用流し SK-22A 觀^アングル副:純 床排水金具($トラップ)冊品共 1 1 1 1 1 5組 1 1 1 3組

化卷鏡 面取りタイプ YM-3580FC 耐食形350X800时冒品共 1 2 1 2 1 2 1 2 2 2 2 2 20枚 1 1 1 1 1 1 6枚

全身鏡 フレー厶:アルミ晏 YMK50K 300X1500付属品关 1 1 2組

洋風便器用てすり 樹脂械積タイブ T-112CL10 L形700L付属品共 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 13組 1 1 1 1 1 1 6組

洋皿用てすり 離鱷タイプ T-112HK7R 眺ね上1加ロック时き個品共 1 1 1 1 1 5組 1 1 1 1 1 1 6組

小便器用てすり 離«疆タイプ T-112CU22 1 1 1 1 1 1 6組 1 1 1 3組

洗面器用てすり 離鱷タイプ T11 2CP22 床固郡700L (H740支醐WLから200｝般品共 2 2 2 6組

あ面器用てすり 樹脂械積タイブ T11 2CP21 床固郡550L (H740支醐WLから200｝般品共 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 4組 2 2 2 6組

※注記

1. 陶器の色は、施工時に打ち合わせの上決定する。

2. モップ掛け•雑巾掛け・姿見鏡は、建築工事とする。

3. 壁に取り付ける器具取付用の合板補強は、建築工事とする。

4. 手播及び紙巻器の取付け・納まりは、建築童匠図(部分詳細図)を参照する。

5. 間器は、親水性防汚加工品を使用すること。

衛生設備新設機器表

記号 機器名 仕 様
S 源

設置坍所 台数 備 考0 V kw (w)
WT -1 受水糟 夥 式 鄭踵HM切！式耐震1.06 管理普通教室棟屋外 1£ 既存基礎再使用

3.0X2.5X2.2H 1 6.5m3 (有効水量1 3.0m3)

共通平架台、歟製アンカーボルト、付層品共

F T -1 消火栓水槽 博 式 鋼板製一体彩耐S1.0G 管理普通教室楝屋外 1基 既律基礎再使用

1.5X2.5X2.2H 8.2 5m3(有効水量 6.0m3)

缺骨平架台,SUSSポルト、付属品共

WP -1 揭水ポンプ 夥 式SUS3小型多段タービンず刀'彩 3 200 2. 2 管理普通教室楝ポンプ室 1£ 既存基礎再使用

50Ax250L/llinX25m自勤交互運酝福準付屑品共

$us製アンカーボルト、 冊品共、 コンクリー卜基礎打ち増し

WP -1 屋内消火桎箱 博 式埋め込み'夥1号 管理普通教室棟1階車椅子対応トイレ 1組
消火栓弁ノズルホース楓率付属品共

換気設備新設機器表

記号 機器名 仕 様
« 源

設置埸所 台数 備 考
0 V kw (w)

E F-1 壁換気扇 夥 式格子タイプ電気式シャッター 1 100 ¢15.5) 曾理普通教室楝東<!トイレ:1～3階男女 6台 EK-2 5EK9-C

2 500 x6 90m3/h 管理普通教室棟西陽トイレ:1～3胃男女 6台

SUSSウェザーカバー(防虫網付)西2-3階トイレのみ取り付け枠(4 1) 普通教室棟トイレ:1～3胃男女 6台

E F-2 天井扇 獰 式低風音タイプ100©x130m3/h x 50Pa 1 100 (14) 曾理普通教室楝車椅子対応トイレ:1階 1台 VD-1 5Z14

※注紀

1. 管理普通教室棟西側トイレ2・3階は建築工事壁厚増加により換気扇取り付け枠を建長する。

2. スイッチ及び電源は當気工事とする。
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改修前

日付

頭尺Ai :

A3 :

南桜井小学校校舎トイレ改修工事
园面名称

系統図(改修前•改修後)

図面No.

M —0 5

80

消火楙冰ff0.5n3

1,
EE存管切・i 獸存管切断

RFL

L50

既存管切斷

80,100.100,65 B0,100,100

ras朝 01 0f |GV65] 料

晏有管切Kf

既存管切斷
B0.100.100.65 B0,100,

田 01 01IGV65] 501 料

既存管切断65

獸柯賈切町

[4025. 00 B0.100.100
BD.100.1QD

屋内消火瓶去

1 0 1003V65IGV651

蔵存桝撒去EE存桝は改修しない

BT20|

贱存管切断

|GV40|

|N40|

IK存管切断

3

KE律嫩撤去

%
IGV20] ®

嗅
叫

啄

_______________ IGWO],A I' I J 
1001 i

|FJ1OO|6V1tlO|

高架水槽5.0113

2-3階撤去管凡例

記 号 名 祢 施工区分 仕 様

- 給水管 天井• PS内 水道用塩ビライニング鋼管

---------- C----------- 汚水管 天井・ PS内 携水ライニング網曾•携水用警鉄管

— 排水管 天井・ PS内 澈ライニング網曾・俱管用0t驚

————— 逋気管 天井・ PS内 •塩化ビニル管

-----------X----------- 消火栓管 榔植室・露出 剧管用炭素鋼•管(白)

1階撤去管凡例

記 号 名 祢 施工区分 仕 様

- 給水管 ビット内 水道用塩ビライニング・管

給水管 堰設内 水道用塩ビライニング・管

-- C--- 汚水管 ビット内 楼水ライニング” •楼"邮曾— 排水管 ビット内 楼水ライニング”個曾用用・————— 通気管 ビット内 電管用MXMMff-tt化ビニル管

［普通教室棟］

［西トイレ丨

［系統図［］
［>理・普通教室棟I

匡トイレ］

改修後

JQO

3

EE存管接紐

蒔;50_

Kffggg

175.10〇.100,50 BQ.100,100

5&|

蔵存管接統
3FL

熟

彳: 彳,

rt 75.100.100.50

既存管接舗

圓四

40B0.100.100 7! 75.
更火豊St星皮

'&〇| ■jBV65|GV50■.,舟繭GV50]】
IBV50I 顷

|N40]

アラスチ”桝新般プラ好旳桝折設既存桝は改修しない 陲設FJ50126..卜奧ー

花
18 没 FJ50I

ビット

J50 ド 2
而!x2
而!x2

_____«1__
KE存管擾統

|gStFJ50|

し;50,100 
L

叶 

ミ"00.50讐 

L !

旦招理料室

5〇！

邸强"咨 

!丄y

蔵存管接統 
,/

-H家庭料室

|GV20iaf~a・西

|GV25] gg |GV40r7\|GV40]

仙

矿・B乍 

皿昌如い"l I 
ーー亠ー欧"

回蝕垂补

5P-X t、用j•+匕,<_

• K

m存h接統/ I
laBtFJw |^>

既存管接

高架水槽5.0113

辿
IBV65]

75.

消火楙冰ff0.5n3

80,100,

1階新設管凡例

記 号 名 祢 施工区分 仕 様

— 給水管 ビット内 响事性塩化ビニル管(HIVP)

-- C--- 汚水管 ビット内 WVS化ビニル曾(VP)— 楼水管 ビット内 W'Jffi化ビニル管(VP)-- - - - 通気管 ビット内 W'Jffi化ビニル管(VP)— KE存管

2-3階新設管凡例

紀 号 名 称 施工区分 仕 様

— 給水管(65A以咲井・ P$内 耐・塩化ビニル管(HIVP)

----------C-----------汚水管 天井・ P$内 爾火性羅貫ポリ塩化ビニル管(VP)

— 博水管 天井・ P$内 耐火性硬賞ポリ塩化ビニル管(VP)

————— 通気管 天井・ P$内 耐火性硬貫ポリ塩化ビニル管(VP)

---------- X-----------消火栓管 機械室・露出 電管用炭素・鋼管(白)

— It存管

［西トイレ丨

［系統図［］
［曾理・普通教室棟］

匡トイレ］
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工事名称
南桜井小学校校舎トイレ改修工事

A1:1/100
A3 :1/200

図面名称管理晋通教室棟

1階平面図(改佐前)

図面No.

M —0 6

が
链メ士

知區存(0まま /l00A.1Q0A.80A.mtS

浄化槽

64.000

也丨東側トイレI2.0X2.&1H2.0

ポンプ室

曜リ廊下

-B----导

»<JB 下

2.300 8,00。

64.00Q

匚1階平面図(改修前) 凡例

:トイレ改修工事部分を表す。

9,100
11,400 _____

每an

4, 892. 5

8.000 _________

125
20

袂

4,700 1.200

125

普通傲室棵 管璃晉通傲宣棵
昭和60年蛾エ 昭和54年蛾エ

------------------------------

扣ビ加

5,500

_______ 2,9
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工事名称

南桜井小学校校舎トイレ改修工事

A1:1/100
A3 :1/200

図面名称管理晋通教室棟

2階平面図(改佐前)

図面No.
M —0 7

64.000

怜教去.秘存 50殲存のまま

風側トイレ］

陳側トル

舅子トイレ

塵を丝産

屋内消火栓

50

防火シャツター

屋リ届下

40

別紙詳細図参照］

家底滁教室

8.000 8, 000^ 8. 000^ 00。 8.000
64.00Q

10 12 13

匚2階平面図(改修前) 凡例

:トイレ改修工事部分を表す。

80

普通救童 

(6您2組)

普通傲宣

(S年2組)

普通教室

(1年1組)

普通教室 

(6年1組)

晉通教室 

(3年1組)

普通傲室 

(1年2組)

日日

/////ZoOA. 100A.80A, 65A.80

女子トイレ 

御切鬍

eo

//OOAIOOA, 80A, 65A, 80 鮭却®.蛔存(。 まま

吸

阪

阻

61

65,50 、、 

ホール

V/ /l00A.W80A.mta

12

,海 00A.80A.8OA±Ht£

普通傲室棵 管璃晉通傲宣棵

昭和60年蛾エ 昭和54年蛾エ

--------------------------------------
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南桜井小学校校舎トイレ改修工事

A1:1/100
A3 :1/200

図面名称管理晋通教室棟

3階平面図(改佐前)

図面No.

M -0 8

工事名称
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工事名称

南桜井小学校校舎トイレ改修工事

A1:1/100
A3 :1/200

図面名称管理晋通教室棟

P H R階平面図(改佐前)

図面No.

M —0 9

[R階平面図(改修前) S=1/1〇〇]
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日付

縮尺 A1:1/100

A3 :1/200

二 南桜井小学校校舎トイレ改修工事

図面名称管理普通教室棟 

1階平面図(改修後)

r 100A.100A.80A.aOAaiS

浄化糟
"加64.000

坪

__20
一典

2.0X2.5XH2.0

ポンプ室

■5

族リ廊下

4. 892. S

64.000

|1階平面図(改修後) 凡例
:トイレ改修工事部分を表す。

吿暮鬥言

MOOA.IOOA. 80A. 50A. 80 腐設.50AH#® まま UI

Eeze I
改東側kイレ1

50噸存のまま

8,000

1,500 2, 500

4. 000 4,000

2,100 4,700 1,200

____________C—
________________

125

普通教室棟 管理晉通教室棟
昭和60年雄エ 昭和54年蟻エV-------------------------------
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日付

縮尺 A1:1/100

A3 :1/200

二 南桜井小学校校舎トイレ改修工事

図面名称管理普通教室棟 

2階平面図(改修後)

図面No.

M —11

f , z100A, 100A,MA,65A,BQ

商

7

65,50 、、

希'火シャツター’

80--X-
渡り廊下

別紙詳細図参聰(

家庭褂教室

匚a—

M00A.100A.80A. 65 A. MAS®. 50AB

凡例

:トイレ改修工事部分を表す。

東側

ホール

首通教宣
(6年2組)

普通教宣

(3年2組)

首通教宅

(1年1組)

普通教宅 
(6年1組)

首通教M 

(3年1組)

普通教室 

(1年2組)

,50AK存のまま

64.000

2,300 9,100 8,000 4, 000 4,000 8,000 6, 000 2,000 3,000 5,000 4,000 5,500 6,500 8,000

丨
4. 000 4,000

I
2. 600 2, 900

I I

,海 00A,80A,8OASr!S

2.300 9,100 8,000 8.000 8. 000 8. 000 8,000 8. 000 8,000 8.000

11,400 64,000 ____________ :

普通教室棟 管理晉通教室棟

昭和60年雄エ 昭和54年蟻エ

V-------------------------------------------------
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日付

縮尺 A1:1/100
A3 :1/200

南桜井小学校校舎トイレ改修工事

図面名称管理晋通教室棟

3階平面図(改佐後)

図面No.

M —1 2

'50AE存(0まま IA.80A.100A折設〇

电側Prun

TO

辰内侑火栓

防火シャツター

原i紙詳細図参圓』ニニ

理科數室

<45～F

'100A.100A. 80A. 65A. 80ASK. 5OAH#0 まま /50AK#©SJ 100A,80A.80A$rR

切商如:IがE%

普通救童 
(5年2組)

普通傲宣 
(4年2組)

普通教室
(5年1組)

晉通教室
(4年1組)

普通教室 
【小人数教室)

普通傲室 

(ハロールーム)

z100A. 100A, 80A, 65A, 100A折設,50殲存冬まま

普通傲室棵

昭和60年蛾エ

----------------------

管璃晉通傲宣棵 

昭和54年蛾エ

-----------------------

10 12 13

凡例

:トイレ改修工事部分を表す。

匸3階平面図(改修後) S=1/100
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南桜井小学校校舎トイレ改修工事

A1:1/100図面名称管理普通教室棟
A3 :1/200 R.PHR階平面図(改修後)

図面No.

M -1 3

匚R階平面図(改修後) S=1/1001
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A1:1/30
A3 :1/60

南桜井小学校校舎トイレ改修工事

図面名称管理晋通教室棟 東側トイレ
1階平面詳細図(改佐前•改佐後)

図面No.

M —1 4

匚撤去管凡例I 匚新設管凡例I

450Dx600m 450EJX550H撇去 450Dx490Hft£ 450Dx4M£ 450Dx400m

曾接統口を楠俗する

4, 000

蜃を賈坝重

?以降平面図參照 -V以降平面図参照以降平面図參照4

ドルゴ!lfFEOA

°

附下流しへ?

壓を賈搂薑,亙画

屋内涓火栓 屋内消火栓

図醒へ

i
st存スリープ NS-1)B下 RB下

折設管

B

スリーブ穴埋め樹!| 〇

既存スリーブ

//////// /
新設配管参考図

J50 
600gx700H

※撤去工事要領

1. 衛生器具及び手すりを撤去する。

2. 換気扇250©及びウエサ・ー加・ーを撤去する。

3•給排水、通気管(立て管共)及び配管付属品を、保温共撤去する。

4.消火栓配管は既存のままとする。

5.1階の排水管は、桝接続部分まで及び図示汚水桝を撤去する。

6. 便器撤去後のスラブコンクリート補修及び仕上げは、建築工事とする。

7. ピット内の溜まり水を汲み取り・処分(6.5m3)、清掃・消毒する。

1階平面詳細図(改修後)S=1Z30 ]

※改修工事要領

1. 衛生器具及び手すりを新設する。

2. 換気扇250©及びウエサ・ー加・ーを新設する。

3•給排水、通気管(立て管共)及び配管付属品を新設する。

4.消火栓配管は既存のままとする。

5.1階の排水管は、桝接続部分まで及び図示汚水桝を新設する。

6.梁貫通スリーブは既存再使用とする。

既マ管接統

以降平面図参照…®-------

1階平面詳細図(改修前)S=1Z30 ]

以降平面図参照以降平面図参照

スリーブ穴埋め補修参考図

モルタル睛め 
塗膜防水塗布 

シーリング

20

図書室へ

1150

アスファルト舖装の土間掘削及び補修範囲を示す

記 号 名 称 仕 様

―X------------ X----- 給水曾(保温共) 給水用塩ビライニング鋼管(SGP-VB)

—X—C―X— 汚水曾(保温共) 排水用齢潸(メカニ加レ)

―M------------ M— 梯水曾(保温共) 配管用鋼管(白)

―M------------ M— 汚水•排水管(屋外埋設) 硬質塩化ビニル管(VP)

LP 排水管(保温共) 携水用船管(HASS)

—------------X— 通気曾 配管用鋼管(白)

記 号 名 称 仕 様

— 給水曾(保温共) 紿水用耐蔺擊性塩化ビニル管(HIVP)

----G---- 汚水曾(保温共) 礎貫ポリ塩化ビニル管(VP)

— 排水曾(保温共) 礎貫ポリ塩化ビニル管(VP)

— 汚水•挫水管(屋外埋設) 硬質ポリ塩化ビニル管(VP)

— 通気管 硬質ポリ塩化ビニル管(VP)

— 皿

新設桝リスト ※桝探さ1撮計GLからの深さとする。

的 桝寸法
(ran) (mm) 栖醐 勾配 耐荷重 曹考

S-8 200¢-! 25A 90L 500 2000
0 3m

T-8 小口径桝

S-9 200¢-! 25A 90Y 520 1!
0 4m

1.0/50 1! 11
S-10 200¢-! 25A 90Y 540 1! 1.0/50 Il 11
S-11 200¢-! 25A 90Y 570 11 1.2 m 

nr- 1.0/50 ll 11
S-12 200¢-! 25A 90Y 590 1! u. a m 1.0/50 II 11

S-13 200¢-! 25A 90L 610 11 —u. o m 
1 n . 1.0/50 ll 11

S-14 200¢-! 25A 45Y 630 11 i. u m 1.0/50 ll 11

S-15 600x600 700 6000 1.0/50 瞬
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A1:1/30
A3 :1/60

工事名称
南桜井小学校校舎トイレ改修工事

図面名称管理晋通教室棟 東側トイレ
3階平面詳細図(改佐前•改佐後)

図面No.

M -1 5

※撤去工事要領

1. 衛生器具及び手すりを撤去する。

2. 換気扇250©及びウエサ・ー加・ーを撤去する。

3•給排水、通気管(立て管共)及び配管付属品を、保温共撤去する。

4. 消火栓配管は既存のままとする。

5. 便器撤去後のスラブコンクリート補修及び仕上げは、建築工事とする。

匚撤去管凡例I
記 号 名 称 仕 様

-------- X-- 給水曾(保温共) 給水用塩ビライニング鋼管(SGP-VB)

X C X 汚水曾(保温共) 排水用齢潸(メカニ加レ)

―M----- M— 梯水曾(保温共) 配管用鋼管(白)

LP 排水管(保温共) 携水用船管(HASS)

—*----- M-- 敬管 配管用鋪管(白)

※改修工事要領

1. 衛生器具及び手すりを新設する。

2. 換気扇250©及びウエサ・ー加・ーを新設する。

3•給排水、通気管(立て管共)及び配管付属品を新設する。

4. 消火栓配管は既存のままとする。

5. 梁貫通スリーブは既存再使用とする。

匚新設管凡例I
記 号 名 称 仕 様

— 給水曾(保温共) 紿水用耐蔺擊性塩化ビニル管(HIVP)

-------- G--------- 汚水曾(保温なし) 耐火性硬貫ポリ塩化ビニル管(VP)

— 排水曾(保温なし) 耐火性硬貫ポリ塩化ビニル管(VP)

— 通気管 耐火性硬質ポリ塩化ビニル管(VP)

— 师管

2,900

ドルゴ通気弁SA

廊下流しへ 廊下流心へI ；

_〇管援總/

屋内渭火栓 屋内消火栓

B下 MB下

2. 3階平面詳細図(改修前)S=1Z30 2, 3階平面詳細図(改修後)S=1Z30

2, 600
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A1:1/30
A3 :1/60

二 南桜井小学校校舎トイレ改修工事

図面名称管理普通教室棟 西側トイレ
1階平面詳細図(改修前•改修後)

M —1 6

匚撤去管凡例I 匚新設管凡例I

土間掘削•埋め戻し範囲を示す

既存スリーブー

スリーブ穴埋め補修參考図

以降平面図争照 以降平面図参照
スリーブ穴埋め補修

既存スリーブ

4, 〇四

450DX4QO 去 45Qgx52QHffi 去 450Dx400H 撤去 既存管接綻

既存曾切断

新設配管参考図PFiooe //7////////入

壁コア抜き125¢以降平面図参照I

£〇0 100_.J5

J0.

更衣室

11

男子職員トイレ

火栓:撤去

コア抜き125e、75奴50。、1250

由功附)

40 (天井)

車椅子対応トイレ

屋内消火卷ホール ホーノレ

※撤去工事要領

1. 衛生器具及び手すりを撤去する。

2. 換気扇250。及びウエサ・-加・ーを撤去する。

3•給排水、通気管(立て管共)及び配管付属品を、保温共撤去する。

4.消火栓箱及び配管を撤去する、竪管は既存のままとする。

5.1階の排水管は、桝接続部分まで及び図示汚水桝を撤去する。

6. 便器撤去後のスラブコンクリート補修及び仕上げは、建築工事とする。

7. ピット内の溜まり水を液み取り・処分(5.4m3)、清掃・消毒する。

※改修工事要領

1. 衛生器具及び手すりを新設する。

2. 換気扇250。及びウエサ・-加・ー及び、車いす対応トイレの天井扇・ダクトを新設する。

3•給排水、通気管(立て管共)及び配管付属品を新設する。

4.消火栓箱及び配管を更新する、竪管は既存を再使用する。

5.1階の排水管は、桝接続部分まで及び図示汚水桝を新設する。

6.梁貫通スリーブは既存再使用とする。図示配管及びダクト用のコア抜きを新設する。

1階平面詳細図_(改修後)S=1/30

气ー "〇的"!:

I應

I女子職員トイ 

100150

, 凡例

1階平面詳細図(改修前)5=1/30

図面No.

新設管

記 号 名 称 仕 様

--------- X-- 紿水曾(保温共) 給水用塩ビライニング鋼管(SGP-VB)

—M—C—M— 汚水曾(保温共) 排水用敞曾(メカニ加レ)

―M------ M— 排水曾(保温共) 配管用"(白)

―M------ M— 汚水•排水管(!外埋股) 硬質塩化ビニル管(VP)

LP 排水管(保温共) 梯水用飴管(HASS)

—丑------X-- 通気曾 配管用"(白)

モルタル飾め

塗膜防水袋布 

シーリング

記 号 名 称 仕 様

— 給水曾(保温共) 紿水用耐衝撃性塩化ビニル管(HIVP)

-------- C---------汚水曾(保温共) 麒ポリ塩化ビニル管(VP)

— 排水曾(保温共) 麒ポリ塩化ビニル管(VP)

— 汚水•梯水管(屋外W 硬質ポリ塩化ビニル管(VP)

— 通気管 硬質ポリ塩化ビニル管(VP)

— 既存曾

換気ダクト スパイラルダクト

新設桝リスト ※桝深さは設計GLからの深さとする。

記号 桝寸法 桝間距蓬 勾配 耐荷重 備考

S-1 2OO0-125A 90L 街〇 200¢
0 4 H T-8 小口径桝

S-2 2OO0-125A 90Y 460 a ]2 u
1.0/50 u H

S-3 2OO0-125A 90Y 470 a
A "1 _

1.0/50 a H

S-4 2OO0-125A 90Y 460 a U. J 1 
n 1-

1.0/50 a H

S-5 2OO0-125A 90Y 4S0 a V. 4 ■ 1.0/50 a H

S-6 2OO0-125A 90L 490 a V, 〇 n

04 m
1.0/50 a H

S-7 2000-125A 45Y 500 a 1.0/50 a II
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新設管凡例

1001

洛 
也

攻

了’

50

手洗い
FN
150

；I屋内消火

I 屋q測火桂
、既存・接統

絵表」灯取り付け 

55U

廊下

2階家庭科室へ

3階理科室へ

3,665

2, 3階平面詳細図(改修後)S=1/30

※改修工事要領

1. 衛生器具及び手すりを新設する。

2. 換気扇2500及びウエサ・-加、•ー、取り付け枠を新設する。

3•給排水、通気管(立て管共)及び配管付属品を新設する。

4. 消火栓配管は既存のままとする。

5. 梁貫通スリーブは既存再使用とする。

記 号 名 称 仕 様

— 給水曾(保温共) 紿水用耐衝撃性塩化ビニル管(HIVP)

------- 1-------- 汚水曾(保温なし) 耐火性硬貿ポリ塩化ビニル管(VP)

— 排水曾(保温なし) 耐火性硬貿ポリ塩化ビニル管(VP)

— 通気管 耐火性硬質ポリ塩化ビニル管(VP)

— 戡存管

※撤去工事要領

1. 衛生器具及び手すりを撤去する。

2. 換気扇250。及びウエサ・-加・ーを撤去する。

3. 給排水、通気管(立て管共)及び配管付属品を、保温共撤去する。

4. 消火栓配管は既存のままとする。

5. 便器撤去後のスラブコンクリート補修及び仕上げは、建築工事とする。

匚撤去管凡例I
記 号 名 称 仕 様

---------X— 紿水曾(保温共) 給水用塩ビライニング鋼管(SGP-VB)

X ■ X 汚水曾(保温共) 排水用敞曾(メカニ加レ)

―M----- M— 排水曾(保温共) 配管用"(白)

LP 排水管(保温共) 梯水用飴管(HASS)

—*------M-- 通気管 田管用鋼管(白)

吨存暨坝盧

手洗い

50

廊下

1 | I
」

8,000

2階家庭科室へ

3階理科室へ

配膳室

〜— 」—必

:-----

40

2, 3階平面詳細図(改修前)S=1Z30

A1:1/30
A3 :1/60

二 南桜井小学校校舎トイレ改修工事

図面名称管理普通教室棟 西側トイレ

2. 3階平面詳細図(改修前•改修後)

図面No.

M —1 7
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南桜井小学校校舎トイレ改修工事

A1:1/100図面名称普通教室棟
A3 :1/200 1階平面図(改修前•改修後)

図面No.

M -1 8

125A,1Q0A,125A粉 t.50A,10M (Bg) ,65m 50A,50A,100A,瞅全残債グランド散水木・刀・(木中)
連箱送水口 I自立)

・ア
屋外階段

連結送水口(自立)

I水飲み・

也125,125

レ‘

100,125,125,20 100,125,125,20圖紐詳細図参圓

昇降口

PTA会談室 放課後児童クラブ 郷土資料室 通級指導教室第2図・室

二ーT

水飲み・
放送室

I1階王奪」改修前) 凡例

:トイレ改修工事部分を表す。

改修後

100
堂在管坝盧KE在艶匝

卜・

改修前

1

r

丿

渡り廊下

h

LJ2__________________ ,

連結送水口 I自立)

・ア
屋外階段

Z水飲み・、

g～～ -K125,125
广|-W測火検

---- 廊下—

100,125,125,20 100,125,125,20

昇降口 廊下

P TA会議室 郷土資料室 通級指導教室放課後児童クラブ第2図書室

渡り廊下

32

水飲み増
放送室

|1階平面図(改修後)

100 \
Kt在豊坝盧

ほ‘/

凡例
V//A ・トイレ改修工事部分を表す。

次’/

/TV , Z/?5A, 100A.125ASrg, 50A, 100A (既存(0まま),6鴻設

L

グランド散水木・刀・(木中)

-W睥

連精送水口 自立)
i-

,/

p-勺/
-------- 1 r

43
+ ノ

-----=4=-------

/
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改修前

南桜井小学校校舎トイレ改修工事

A1:1/100図面名称普通教室棟
A3 :1/200 2階平面図(改修前•改修後)

M —1 9

(Bg) ,80m 50A,50A,100A,65A 全残置

"ア

屋外階段

■4：-

準備室

家庭科教M

| 2階平面図(改修前) 凡例
:トイレ改修工事部分を表す。

l25A,100A,125A#i

改修後

屋外階段

準備室

践リ廊下

JKB!科教室

2階平面図(改修後) 凡例
V//A ・トイレ改修工事部分を表す。

Z冷丄

図面No.
市
部
課 

S
W
K
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日
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改修前

日付 図面No.

M —2 0
縮尺 A1:1/100

A3 :1/200
図面名称晋通教室棟

3階平面図(改修前•改修後)

ェ・,标南桜井小学校校舎トイレ改修工事

,50A全飄

屋外階段

準備室

コ

改修後

50A.5岫存(0まま

コ

3階平面図(改修後)

10〇"

凡例
K///1:トイレ改修工事部分を表す。

琅5ヽ!

4 4 4 N 
/ / / ' //4L

////
,//OOA, 100A. 100At£. 50ABB

4 4
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A1:1/30
A3 :1/60

工事名称
南桜井小学校校舎トイレ改修工事

図面名称晋通教室棟

1階平面詳細図(改佐前•改佐後)

図面No.

M —2 1

※撤去工事要領

1. 衛生器具及び手すりを撤去する。

2. 換気扇250©及びウエサ・ー加・ーを撤去する。

3•給排水、通気管(立て管共)及び配管付属品を、保温共撤去する。

4.消火栓及び連結送水配管は既存のままとする。

5.1階の排水管は図示横主管接続部分までを撤去する。

6. 水飲み埸の給排水管及び水栓は既存のままとする。

7. 便器撤去後のスラブコンクリート補修及び仕上げは、建築工事とする。

8. 水飲み埸給水管に仮設用仕切弁を取り付ける。

9. ピット内の溜まり水を汲み取り•処分(12m3)、清掃・消毒する。

匚撤去管凡例I

記 号 名 称 仕 様

―X--------- X---- 給水曾(保温共) 給水用塩ビライニング鋼管(SGP-VB)

X C X 汚水曾(保温共) 排水用齢潸(メカニ加レ)

―M------ M— 梯水曾(保温共) 配管用鋼管(白)

―M------ M— 汚水•排水管(屋外埋設) 硬質塩化ビニル管(VP)

LP 排水管(保温共) 携水用船管(HASS)

—------X— 通気曾 配管用鋼管(白)

-------- XS--------- 連諳送水曾 配管用鋼管(白)

|CO0[

1100

100

必 * 125叩

32.

125VP

32_

水飲み塌

J屋内消火栓 
I25VP

50VP

串"

既存曾切斯

B下

8, 500

50VP
275 | , 1,075 X ' 1,350

_1_______ 00

匚1階平面詳細図(改修前)S=1Z30 ]

※改修工事要領

1. 衛生器具及び手すりを新設する。

2. 換気扇250¢及びウエサ・ー加へ・取り付け枠を新設する。

3. 給排水、通気管(立て管共)及び配管付属品を新設する。

4. 消火栓配管は既存のままとする。

5.1階の排水管は図示横主管接続部分に接続する。

6. 水飲み場の給水管に接続する。

7. 梁貫通スリーブは既存再使用とする。

8. 水飲み埸給水管の仮設用仕切弁は取り付けたままとする。

匚新設管凡例I

記 号 名 称 仕 様

— 給水曾(保温共) 紿水用耐蔺擊性塩化ビニル管(HIVP)

-------- G--------- 汚水曾(保温共) 礎貫ポリ塩化ビニル管(VP)

— 排水曾(保温共) 礎貫ポリ塩化ビニル管(VP)

— 汚水•挫水管(屋外埋設) 硬質ポリ塩化ビニル管(VP)

— 通気管 硬質ポリ塩化ビニル管(VP)

— 皿

取り付け枠新設 ドルゴ通気弁50A

1100

男子トイL

50

5F 女导トイレI

5

140,65 125
平

75 1W
00. 1〇〇

既存留接続 ；50VP
廊下125VP

50VF 125YP よ 125VF

120 I50VP

J2_
|水飲み場

8,500

匚1階平面詳細図(改修後)S=1/30 ]
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A1:1/30
A3 :1/60

二 南桜井小学校校舎トイレ改修工事

図面名称普通教室棟
2. 3階平面詳細図(改修前•改修後)

図面No.

M —2 2

ドルゴ通気弁50A

50r

男子トイレ

女子トイレ女子トイレ

塹存置接擾

即,65

屋内消火栓 可内消火栓

廊下 廊下

以降平面図參照65
275

以降平面図争照>

50VP

50

32.
水飲み埸

1_50 

.1 65

※撤去工事要領

1. 衛生器具及び手すりを撤去する。

2. 換気扇250。及びウエサ・-加・ーを撤去する。

3•給排水、通気管(立て管共)及び配管付属品を、保温共撤去する。

4. 消火栓配管は既存のままとする。

5. 便器撤去後のスラブコンクリート補修及び仕上げは、建築工事とする。

6. 水飲み場給水管に仮設用仕切弁を取り付ける。

※改修工事要領

1. 衛生器具及び手すりを新設する。

2. 換気扇25〇•及びウエサ・-加・-、取り付け枠を新設する。

3•給排水、通気管(立て管共)及び配管付属品を新設する。

4. 消火栓配管は既存のままとする。

5. 梁貫通スリーブは既存再使用とする。

6. 水飲み埸給水管の仮設用仕切弁は取り付けたままとする。

2, 3階平面詳細図(改修前)S=1Z30 2, 3階平面詳細図(改修後)S=1/30

ー叙

业墜 

I I

以障平面図歩照

20

以降平面図参照

132.
I 水飲み埸

武

,50

SEIM-

■ • 2, 700

■ 4画 32 ,
—I —埠+ --------

取り付け枠新股

匚撤去管凡例I
記 号 名 称 仕 様

--------- M-- 給水曾(保温共) 給水用塩ビライニング鋼管(SGP-VB)

—M— 汚水管(保温共) 梯水用飾跌管(メカニカル)

―M------ M— 排水管(保温共) 田管用鋼管(白)

H LP h 排水曾(保温共) 排水用鉛管(HASS)

—---------------- X------- 通気曾 配管用"(白)

新設管凡例

記 号 名 称 仕 様

— 給水曾(保温共) 紿水用耐衝撃性塩化ビニル管(HIVP)

------- C--------汚水管(保温なし) 耐火性硬質ポリ塩化ビニル管(VP)

— 梯水管(保温なし) 耐火性硬質ポリ塩化ビニル管(VP)

— 敬管 耐火性硬貿ポリ塩化ビニル管(VP)

— 既存管
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改修前 改修後

工事名称

南桜井小学校校舎トイレ改修工事

A1:1/50 
A3 :1/100 受水槽置場詳細図(改修前•改修後)

図面No.

M -2 3

| 断面図 S=1/50 ]

園存撤去管凡例

15 号 名称 施工区分 ft 横

給水管 機曜•架空 水道用塩ビライニング鋼管

地中埋設 水道用塩ビライニング鋼管

以降平面図§限

浄化槽

※受水槽•ポンプ室注記

- 1•受水槽及び揭水ポンプを撤去し処分する。
2. 水槽及びポンプ回り配管(保温共)の図示配管を撤去する。

3. 水槽及びポンプの基礎は再使用する。

| 断面図 5=1/50 ]

新設管凡例

記号 名称 施工区分 ft 横

給水管 機曜・架空 耐暂聲性硬質塩ビ管(HIVP)

地中埋設 耐暂聲性硬質塩ビ管(HIVP)

— 排水管 架空 砸質・"J塩化ビニル管(VP)
— 戡存管

浄化糟

※受水槽•ポンプ室注記

1. 受水槽及び揭水ポンプを新設する。
2. 水槽及びポンプ回り配管(保温共)を新設する。

3. 水槽及びポンプの基礎は再使用する。

| 平面図 S=1Z50 ]
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日付 図面No.

M —2 4縮尺 A1:1730

A3 :1/60

ェ・,标南桜井小学校校舎トイレ改修工事 

而希受水槽•消火水槽参考図(改修後)

消火水槽 曼水槽

(受水槽)WT-1

M1マンホールは内蓋付とする(合成樹脂製) 

外面のフランジ材質はSS400とする

ノ ズ ル 衰

符号 名 称 呼 数 育材 継手 備 考

N-1 給水口 40A 2 SUS304 JI S10KF m(pvc)

N-2 紿水口
Z0A/
Z^*0A 2

SUS8 少/• 
^SGP 11 S5KF

ボ・ップロ

N-3 顆水口 50A 2 SGP JI S10KF

NY 溢水口 80A 2 SGP JI S10KF

N-5 排水口 50A 2 SGP JI S10KF

N-6 通気口 50A 2 SGP JIS5KF IBWpvc)
N-7 電極座

50A/ 
/WOA 2 PVCア 

^*SGP S5KF
驟&加冲PVC)

N-8 連通口 80A 2 SGP JI S10KF

M-1 マンホーノレ 0650 2 SS400 - 嚇ふ

(爰水 4®)WT-1

槽

の

仕

様

国土交通省告示構 造善準宣合晶 

鍋板製一体型水槽

材 貿 SS4OO
« 量 呼称 有她=13m‘

板 V

(JI銷瀨晶使用)

天=6. Omm 側=4. 5 mmjS= 4 . 5 mm

製品貫量 水 4g= 2 4 9 〇 k k 架台=570 kg

防

食

仕

様

材 貿 厚生労働省吿示基準迪合エポキシ樹脂

内聞施工
加熱硬化型エボキシライニング

N E- 2 0 4 厚サ=〇 . 4mm以上

外聞施工
加熱硬化型エボキシライニング

NE —2 〇 4 厚サ=O. 2mm以上

施工注 無港剤型ホットエアーレススブレー

外 裝 色 指定色

設計:・度 KH=1.5 KV=O. 7 5

内 梯 子 合戚樹脂製

外 梯 子 SGPの上階融里鉛メッキ仕上(HDZT49)

架 台 施工 SS400の上漕!B亜鉛メッキ仕上(HDZT49)

ボルト・ナット

水槽内部
気相 部 含圈树脂萼保曜ボルト・ナット

液相 部 S U S 3 0 4

水槽外部

置横座及び通虹口 硬質塩化ビニル

マンホール S U S 3 0 4

アンカ-"卜•ナット S U S 3 0 4

その他の部分 メッキ(HDZT49)

(消火水槽)FT-1

外面のフランジ材貞はSS400とする

ノ ズ ル 表

符号 名 称 呼 数 管材 継手 備 考

T-1 紿水口 25A 1 SUS304 JI S10KF mt pvc)
T-2 紿水口

20A/
Z^40A 1

SUS8 少ノ• 
^*SGP ノ〇】S5KF

ボ-肪ップロ

T-3 消火水口 65A 1 SGP JI S10KF

TY 溢水口 80A 1 SGP JI S10KF

T-5 排水口 50A 1 SGP JI S10KF

T-6 通気口 50A 1 SGP JI S5KF HMWtPVC)

T-7 電極座
60A/ 
ZlOOA 1 PVCア 

^*SGP
ソりレ/ 

S5KF
懺咖书PVC)

M-2 マンホーノレ ¢650 1 SS400 - 嚇ル

(渭火水槽)FT-1

印属品｝

槽

の

仕

様

国土交通省吿示構造 若準迪舎 品 

鋼板製一体型水槽

材 貫 SS4OO

喜 量 呼称= 有効=6m3

板 V

(JIS规格晶使用)

天=4, 5 mmfif = 4 . 5 mmj£= 4 . 5 mm

製品貿量 1 3 3 0 k a

防 

食 

仕

様

材 貫 厚生労働省告示基準宣舎エポキシ樹脂

内聞施工
加化型エポキシライニング

N E-2 〇 4 厚サ=〇 • 4 mm轻卜

外聞施工
加化型エポキシライニング

N E — 2 0 4 厚サ=〇• 2 mm以上

施工・ 無階剤型ホットエアーレススプレー

外 裝 色 指定色

設計:・度 KH=1.5 K V = O. 7 5

内 梯 子 合成樹脂製

外 梯 子 SGPの上港融3E鉛メッキ仕上(HDZT49)

ボルト・ナット

気相 部 合成樹脂製保議ポルト・ナット
水内BP

液相 部 S U S 3 〇 4

水槽外部

置極座及び通気口 硬貫塩化ビニル

マンホール S U S 3 〇 4

その他の部分 (SSD枷M!亜偷メッキ0D?T49)

緊急遮斷弁50A JIS10K (バタフライ弁)2ケ

緊急遮断弁65A JIS10K (バタフライ弁) 1ヶ

緊急遮断弁制御盤 !ケ

WT-1 FT-1
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民家

工事名称

南桜井小学校校舎トイレ改修工事

A1:1/200
A3 :1/400

园面名称

仮股給水股備図

図面No.
M -2 5

民家

RE存紿水メータ"40mm 

既律储水管40Aより分岐

jKK6V50A

受水槽
仮設トイレ

明
水飲み増用水相個取り外し授統(1-318)

40PP (地上コロガシ)普通教室棟 25PP (天井下露出)

50PP (屋上コロガシ)丨レエ里と士 壁迎A
「50PP (屋根コロガ石

(東側トイレ) 40
涙り廊下水飲み墙仮酸用GV25A (1-3階 40PP (屋上コロガシ)

管理普通教室棟

2階家庭科室•3階理科室40A花壇;

仮設トイレ

25PP (天井下密出)1-3各潛

濤高架水槽

自転車置堆

此切弁4伽務股 
屋きようBA1B折設 浄化槽

1-3階感下流し40A
地上

40PP (屋上コロガシ)

ヽ依 蜘密馈以降に接統

屋内連動埸

※工事別仮設計画 

普通教室棟トイレ

1. トイレ改修に伴い給水管が撤去されるため、高架水槽より仮設管にて給水する。

2. 給水主管分岐部にバタフライ弁100Aを設置し、トイレのみの断水とする。

3. トイレ工事期間中は各階の教室が断水しないよう、トイレ前流しの給水栓に 
仮設管を接続する。

※工事別仮設計画

管理普通教室棟西側トイレ

1. トイレ改修に伴い攝水管が撤去されるため、受水槽直結給水管より分岐し、 
高架水槽への給水を行う。

2. 給水主管分岐部にバタフライ弁100Aを設置し、トイレのみの断水とする。

3. トイレ工事期間中は2-3階の家庭科室及び理科室が断水することの無いよう計画する。

※工事別仮設計画

管理普通教室棟東側トイレ

1. トイレ改修に伴い受水槽及び揚水ポンプが撤去されるため、受水槽直結給水管より 
分岐し、高架水槽への給水を行う。

2. 給水主管分岐部にバタフライ弁100Aを設置し、トイレのみの断水とする。

3. トイレ工事期間中は1階教室及びの廊下流しが断水することの無いよう計画する。

※仮設計面

1. ポリI!Zチレン管による仮設給水を行う。

2. 工事終了後仮設給水の撤去処分を行い現状復旧する。

3. 仮設トイレ用仕切弁以降の給水工事は仮設トイレ工事とする。

4. 仮設トイレの排水工事は仮設トイレ工事とする。

5. トイレ工事期間中はトイレ以外ができるだけ断水することの無いよう計画する。

仮設計画図 S=1/200 |

ES律止水栓40A
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